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■ 町 章 ■

　七ヶ浜町の「七」を図案化し、全体の円は町民の
団結融和を表し、「七」の字を中心に強く配したのは、
町民生活の安定と町の発展を表徴したものです。
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■ 町花／はまぎく ■ ■ 町木／くろまつ ■
　はまぎくは、その名のように海浜の
断崖などに、ごくわずかの土に根を太
く深く張り、潮風に耐え、清楚で白い
可憐な花を咲かせます。

　くろまつは、町内の至るところに林
立し、防潮、防風林として昔から黙々
として防災の大役を果たしてきてお
り、町民にも親しまれております。
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Ａ.　七ヶ浜町の概要〈１〉（令和７年４月１日現在）

2 歴史�

　縄文時代の早い時期に人が住み始め、50カ所もある遺跡から土器や石器の出
土が見られます。とくに大木囲貝塚は、その規模と出土品の多さ、さらにはこ
こから出土した土器は年代を決める基準にされていることで有名です。また、
縄文時代の後半から製塩を行っていた痕跡が町内から多数確認されており、塩
の交易などが行われていたと推測されます。
　日本書記には、『日本武尊』の一行が上総国（千葉県）から陸奥国（東北地方）
に入り、海路で本町に上陸したとする記述があり、海上交通の重要地点である
と思われます。鎌倉時代以降は、花淵紀伊、吉田右近の両氏がこの地に館を築
いて産業を起こしました。その後、仙台藩の直轄地となり、代々の藩主が巡遊
の地として足跡を残し、由緒ある地名も残されています。
　明治２年に仙台藩知事の直轄地となり、明治９年には「湊浜」 「松ヶ浜」 「菖
蒲田浜 」「花渕浜」 「吉田浜」 「代ヶ崎浜」 「東宮浜」の七つの浜を一括して「七ヶ
浜」と称することになりました。
　その後、明治22年の町村制施行により初めて七ヶ浜村となり、人口の増加、
産業の発達、施設の充実などにより、昭和34年１月１日に町制が施行され、町
の発展とともに平成３年12月には人口が２万人を超えました。

1 自然環境のあゆみ

　本町は、宮城県の中央部に位置し、面積13.19㎢、人口17,458人でほぼ方形に
近い半島状の地形です。面積は東北で最も小さな町で、昔から七ヶ浜に生活す
る人々は、「海」とともに生きてきました。
　南は太平洋に面し、東に金華山の霊峰、北東は大小の島々が点在する日本三
景松島を望むことができます。また、西は仙台、塩竈、多賀城の三市に接し、
はるかに奥羽の連峰を展望する景勝の地です。気候は、夏は涼しく冬は暖かい
海洋性気候で、降雨・雪の量も少なく生活環境は最適の地です。

3 産業のあゆみ

　明治末期に漁法と機械の導入により飛躍的に漁業の町として発展し、昭和初
期には、資本主義経済の発達につれて北洋漁業の開拓の歴史がある町として発
展してきました。
　沿岸に点在する岩礁は、魚やアワビ、ウニが生息し、沿岸漁業や海苔養殖業
は地場産業の基幹を成しており、特に本町で生産される乾海苔は、県内でも有
数の生産高と品質を誇り、皇室献上海苔として高い評価を受けています。
　近年は、町内の団体とともに新たな特産品開発として、七ヶ浜町ゆかりの西
洋野菜「ルバーブ」の栽培や、東北では唯一となる「トリガイ養殖」に取り組
んでおり、七ヶ浜町でとれた新鮮な海産物、農産物を販売する「産業まつり」
や「七の市」には毎回多くの来場者があり、七ヶ浜町を代表するイベントとなっ
ています。
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4 文化・スポーツのあゆみ

　本町では、昭和53年に中央公民館を町民の文化活動の中心拠点とするため「総
合文化センター」として開館し、平成６年には「生涯学習の町」を宣言し、「生
涯学習センター」に改称し、生涯学習の総合的なまちづくりを推進してきました。
　社会体育施設については、平成９年に平成13年の開催にあわせた第56回国民
体育大会サッカー競技（少年の部）のメイン会場である「七ヶ浜サッカースタ
ジアム」が完成し、平成10年には七ヶ浜健康スポーツセンター「アクアリーナ」
がオープンしています。これらの施設は、町民のみならず近隣市町からの利用
者も多く、好評を得ています。
　平成５年には、国際化社会や新たな文化創造活動に対応する施設として「七ヶ
浜国際村」がオープンし、県内外からも注目される多彩な事業を展開しています。
　国際交流事業として、平成２年に姉妹都市となったアメリカ・マサチューセッ
ツ州プリマスとの間で、中高生を中心とした相互訪問（ホームステイ）等が行
われ、平成24年には、平成14年から「海の子山の子」交流を行っている山形県
朝日町との間で「友好の町」を締結し、以後は関係団体の交流も盛んになって
います。
　さらに今年で31回の実績をもつトライアスロン大会は、当町の海と起伏のあ
る地形を活用し、毎年開催される国際的レベルの大会となっています。
　神事や伝統芸能として、大根明神祭日、毘沙門堂縁日、笠岩堂縁日、吉田浜
獅子舞等が町内の各地に伝わっています。

5 観光のあゆみ

　本町は、美しい海と自然に囲まれた町で、昔から人々に親しまれてきました。
　菖蒲田海水浴場は、明治21年、東北で初めて、日本で3番目に開設された海
水浴場で、県内外からたくさんの海水浴客で賑わい、町を代表する観光スポッ
トの一つです。
　また、国史跡の大木囲貝塚、松島四大観の一つである多聞山、桜の名所とし
て華やかな賑わいを見せる君ヶ岡公園など名所旧跡もあり、季節ごとにたくさ
んの観光客が訪れます。

6 防災のあゆみ

　平成23年３月11日の東日本大震災では、本町に大きな被害をもたらし、まち
づくりの基盤を根底から覆され、教育施設等も甚大な被害を受けました。
　しかし、七ヶ浜町震災復興計画（2011〜2020）に基づき、復旧期⇒再生期⇒
発展期と、着実な復興を遂げ、2022年からは七ヶ浜町長期総合計画（2022〜
2031）の「うみ」「ひと」「まち」の基本方針のもと、安全安心なまちづくりに向け、
引き続き取り組んでおります。
　また、令和４年度に「七ヶ浜町避難計画」と「七ヶ浜町津波ハザードマップ」
を全戸配布し、町民の啓蒙を図っています。

2



中峯橋

〒

文

文

文

●

〒

〒

●

●

●

●

●

●

●
●

●

文

文

●

地蔵島

前塚浜

吉田浜貝塚

眺洋台

波多崎

吉田城址

二月田貝塚

宮城県漁業協同組合七ヶ浜支所

組合七ヶ浜支所花渕浜魚市場

毘沙門堂
多聞山

塩竈市　　　　　　貞　　
　　　　山
　
　　運

河

東宮明神

笠岩堂
七ヶ浜町役場

Shiogama

Tagajo

代ヶ崎浜

東宮浜

サッカースタジアム

亦楽小学校

アクアリーナ

生涯学習センター 七ヶ浜国際村

七ヶ浜中学校

吉田浜郵便局

君ヶ岡公園

吉田浜

高山外国人避暑地
(高山) 高山外国人避暑地

(戸谷場)

花淵城址

地方卸売市場宮城県漁業協同

小豆浜
表浜

花淵灯台

鼻節神社

小浜ヨット
ハーバー

汐見台郵便局

菖蒲田郵便局

向洋中学校

大東館跡地

弁天島（萱島）
毘沙門島・布袋島

仙台農業協同組合

菖蒲田海水浴場

阿川沼

諏訪神社

七ヶ浜支店

汐見小学校

東北電力㈱
　（新仙台火力発電所）

松ヶ浜小学校

御殿崎

湊浜緑地海岸

深川沼（弁天沼）

薬師堂

Sendai
仙台市

大木囲貝塚

七ヶ浜町歴史資料館

学校給食センター

多賀城市

湊 浜
松ヶ浜

菖蒲田浜

花渕浜

馬放島

中峯橋

〒

文

文

文

●

〒

〒

●

●

●

●

●

●

●
●

●

文

文

●

地蔵島

前塚浜

吉田浜貝塚

眺洋台

波多崎

吉田城址

二月田貝塚

宮城県漁業協同組合七ヶ浜支所

組合七ヶ浜支所花渕浜魚市場

毘沙門堂
多聞山

塩竈市　　　　　　貞　　
　　　　山
　
　　運

河

東宮明神

笠岩堂
七ヶ浜町役場

Shiogama

Tagajo

代ヶ崎浜

東宮浜

サッカースタジアム

亦楽小学校

アクアリーナ

生涯学習センター 七ヶ浜国際村

七ヶ浜中学校

吉田浜郵便局 君ヶ岡公園

吉田浜

高山外国人避暑地
(高山) 高山外国人避暑地

(戸谷場)

花淵城址

地方卸売市場宮城県漁業協同

小豆浜
表浜

花淵灯台

鼻節神社

小浜ヨット
ハーバー

汐見台郵便局

菖蒲田郵便局

向洋中学校

大東館跡地

弁天島（萱島）
毘沙門島・布袋島

仙台農業協同組合

菖蒲田海水浴場

阿川沼

諏訪神社

七ヶ浜支店

汐見小学校

東北電力㈱
　（新仙台火力発電所）

松ヶ浜小学校

御殿崎

湊浜緑地海岸

深川沼（弁天沼）

薬師堂

Sendai
仙台市

大木囲貝塚

七ヶ浜町歴史資料館

学校給食センター

多賀城市

湊 浜
松ヶ浜

菖蒲田浜

花渕浜

馬放島

七ヶ浜町

癒しの空間を共感し
活気を創造していく
心いやされるまち
「七ヶ浜町」を推進します

健幸で生きがいを持ち
子どものゆめを応援し
ひとと地域を笑顔でつなぐ
笑顔あふれるまち
「七ヶ浜町」を推進します

みんなでつくる安全安心で
快適に楽しく暮らせ
共に築く新たなまちづくり
を目指す　安心できるまち
「七ヶ浜町」を推進します

観光交流センター

ながすか多目的広場ながすか多目的広場

Ａ.　七ヶ浜町の概要〈２〉
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大東館跡地

弁天島（萱島）
毘沙門島・布袋島

仙台農業協同組合

菖蒲田海水浴場

阿川沼

諏訪神社

七ヶ浜支店

汐見小学校

東北電力㈱
　（新仙台火力発電所）

松ヶ浜小学校

御殿崎

湊浜緑地海岸

深川沼（弁天沼）

薬師堂

Sendai
仙台市

大木囲貝塚

七ヶ浜町歴史資料館

学校給食センター

多賀城市

湊 浜
松ヶ浜

菖蒲田浜

花渕浜

馬放島

七ヶ浜町

癒しの空間を共感し
活気を創造していく
心いやされるまち
「七ヶ浜町」を推進します

健幸で生きがいを持ち
子どものゆめを応援し
ひとと地域を笑顔でつなぐ
笑顔あふれるまち
「七ヶ浜町」を推進します

みんなでつくる安全安心で
快適に楽しく暮らせ
共に築く新たなまちづくり
を目指す　安心できるまち
「七ヶ浜町」を推進します

観光交流センター

ながすか多目的広場ながすか多目的広場

Ａ.　七ヶ浜町の概要〈２〉
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○小学校

○中学校

学 校 名 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 合計
亦楽小学校   42 28 38 46 29 38 221
松ヶ浜小学校 31 28 37 27 34 32 189
汐見小学校  50 50 60 53 63 47 323

合 計 123 106 135 126 126 117 733

学 校 名 １年 ２年 ３年 合計
七ヶ浜中学校 66 58 68 192
向洋中学校  75 65 78 218

合 計 141 123 146 410

Ａ.　七ヶ浜町の概要〈３〉

8 教育予算比（令和７年度）

9 児童・生徒数（令和７年４月１日）

⓾ 人口構成（令和７年４月１日）

男　8,686人

582

561

455

345

331

379

414

349

320

185

17,458人
女　8,772人

その他 1億 4,749万円 1.8％

民生費 27億 5,829万円 34.5％

総務費 13億 9,070万円 17.4％
教育費 12億 4,851万円 15.6％

土木費 7億 5,016万円 9.4％

衛生費 5億 9,101万円 7.4％

公債費 5億 2,416万円 6.6％

消防費 3億 9,243万円 4.9％

農林水産業費 9,714万円 1.2％

議会費 9,911万円 1.2％

5

歳出



Ｂ.　七ヶ浜町教育基本方針�

1 はじめに

2 学校教育

6

　世界経済圏のボーダーレス化と新型コロナウィルス感染症が社会に及ぼした心の健康への
影響，大国による戦争の長期化が国際情勢悪化の連鎖を引き起こしています。この情報はＳ
ＮＳで瞬時に共有され，世界の人々の経済活動や精神衛生に負の影響をもたらしています。
グローバル化した世界の現実と直面している様相です。
　七ヶ浜町にとっても無関係な現実ではなく，保護者，児童生徒は東日本大震災後の心の復
興途上にありながらこの，保護者の経済生活や子供の学校生活に多大な影響を受けており，
情勢の行方に不安を感じています。はからずも，町は「七ヶ浜町長期総合計画2022-2031」に
おいて「安心　笑顔　いやされるまち」を将来像に掲げており，知恵と工夫を重ねた取組を
推進しています。

〈１〉学校教育の方針

〇安全安心な学校
〇厳しさと寛容性のある学校風土と子供の学びづくり
①心身ともに健全な児童・生徒の育成。
②教職員の資質・能力の向上と学校の活性化。
③学校・町・地域が連携した防災教育と地域学習の推進。

〈４〉その他の事業

①児童・生徒及び教職員の事故防止と安全確保，心理的安全性の保障，
　メンタルヘルスケア体制づくり
②学校・町・地域が連携した教育活動，防災教育等の推進

〈２〉めざす児童・生徒像

①よく考え、自分から学ぼうとする児童・生徒。〈知〉
②感謝の気持ちをもつ児童・生徒。〈徳〉
③健康でたくましい児童・生徒。〈体〉

〈３〉令和７年度の重点施策・重点事業　

◎重点施策「七ヶ浜・グローカルPROJECT」事業の推進
◎重点事業　①学び方の習得　基礎的・基本的な事項の習熟
　　　　　　　・本時目標の明確化，考える場の設定と展開，振返りの展開，
　　　　　　　　授業改善シートの活用とＩＣＴ教育の推進・リテラシーの習得
　　　　　　　・小学校におけるカリキュラムマネジメントの充実
　　　　　　　・国語科，算数科，数学科，英語科の基礎的・基本的内容の定着
　　　　　　　・確かな手ごたえを感じ，数値として見える学力の推進
　　　　　　②不登校・いじめ問題等へのチーム対応
　　　　　　　・校内の組織対応と関係機関との連携強化
　　　　　　　・学校教育支援センターの機能強化
　　　　　　　・スクールソーシャルワーカー活用事業の推進
　　　　　　③英語を通したコミュニケーション力の育成
　　　　　　　・小学校カリキュラムの作成と英語コミュニケーション授業の精度向上
　　　　　　　・中学校における七ヶ浜ラウンド学習法の推進と文法力・語彙力・英語運用能力　
　　　　　　　　の育成
　　　　　　　・英語コミュニケーション活動の日常化の推進
　　　　　　　・英検による英語コミュニケーション能力向上の見える化の推進
　　　　　　④地域連携
　　　　　　　・地域学校協働本部をベースにした地域学習の深化　　　　　　　　
　　　　　　　・小学校地区民合同大運動会の充実
　　　　　　　・歴史資料館による出前授業の活用



NO
　　　七ヶ浜町教育大綱　　　　　並びに教育振興基本計画（令和４～８年度）

教育大綱の基本方針
（教育振興基本計画の計画目標）

教育大綱の基本目標
（教育振興基本計画の施策目標）

1 教育活動の充実を図り、人として心身ともに調和のとれた、
世界でも通用する次世代を担う子どもたちを育みます。

①次世代を担う子　　　　　どもを育てるため、基礎的・基本的な学力向上を図り、「考える力」を養います。
②世界に通用する　　　　　子どもを育てるため、英語を通したコミュニケーション能力の向上を図ります。
③これからの情報　　　　　化時代に対応するため、ＩＣＴ教育を推進します。
④いきいきとした　　　　　学校生活を送るため、不登校改善やいじめ問題対策を推進します。
⑤ＩＣＴ教育や英　　　　　語コミュニケーションの向上を図るため、対応できる教職員を育成します。
⑥教育環境を保全　　　　　するため、学校施設・設備等の計画的な修繕や整備を行います。

2 文化芸術・生涯学習・生涯スポーツ活動を推進し、豊かな
心を持ち健幸でいきいきとした活力あるひとを育みます。

①文化芸術に対す　　　　　る知識や関心を高めるため、国内外の優れた文化芸術に触れる機会を創出し、情操教育を推進します。
②文化芸術活動を　　　　　行う団体等の継続的発展のための活動支援に取り組み、主体的な活動の活性化を図ります。
③豊かな心を育む　　　　　ため、異文化に触れる機会の創出や姉妹都市をはじめとする国際交流を推進します。
④生涯にわたり主　　　　　体的な学習活動を支援するため、町民のニーズに応じた学習機会の提供と内容の充実を図ります。
⑤人間力を高める　　　　　ため、青少年教育や成人教育などの社会教育事業・社会体育事業を推進し、様々な体験活動や各種イ
ベントの充実を図　　　　　ります。
⑥地域の文化や歴　　　　　史に対する知識向上と郷土への誇りや愛着の心を醸成するため、地域に残る貴重な文化財を保護する
とともに、文化財　　　　　の積極的な活用を図ります。
⑦町の文化・体育　　　　　施設等を保全するため、施設・設備の計画的な修繕や整備を行います。

3 町・学校・家庭・地域がともに協力し、みんなで見守り、
安心して子育てできる取り組みを推進します。

①子育てしやすい　　　　　環境をつくるため、保育事業や子育て支援事業、放課後児童クラブ事業の推進と充実を図ります。（教
育振興基本計画に　　　　　は含まれません）
②障害を持つ保護　　　　　者や子どもの支援のため、未就学児の療育支援や学校の児童生徒への教育支援を行います。
③安心できる子育　　　　　てのため、妊娠期から子育て期までの包括的・継続的な支援に努めます。（教育振興基本計画には含
まれません）
④子どもを産み健　　　　　やかに育てるため、幼児教育・家庭教育事業を推進します。
⑤生活が困窮する　　　　　世帯を守るため、教育費の負担に対し経済的な支援を行います。

4
地域の人たちと協働で行う交流や体験を通し、相手への思
いやりや支え合いの心を育み、地域や社会のために貢献で
きる人材を育みます。

①地域を大事にし、　　　　　地域のために貢献できる人材を育むため、地域の人たちと協働で行う交流や体験活動を推進します。

②地域とともに子　　　　　どもを育てるため、地域に開かれた学校を推進します。

5
日常に潜む犯罪や様々な災害から身を守る知識や行動を学
び、安全で安心な生活を営むことができるよう、交通安全・
防犯・防災教育を推進します。

①日常に潜む犯罪　　　　　や様々な災害から自分の身を守るため、防犯・防災教育を推進します。
②交通事故に遭わ　　　　　ないようにするため、交通安全教育を推進します。
③安全で安心な学　　　　　校生活を営むため、学校の防犯・防災対策を推進します。
④子どもたちの安　　　　　全・安心のため、町・学校・地域が連携し、交通安全・防犯・防災対策を推進します。

七ヶ浜町教育大綱並びに　　　教育振興基本計画

七
　
ヶ
　
浜
　
町
　
長
　
期
　
総
　
合
　
計
　
画

七ヶ浜町教育基本方針 七ヶ浜町教育振興基本計画 国際村事業協会事業計画 子ども・子育て支援事業計画
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NO
　　　七ヶ浜町教育大綱　　　　　並びに教育振興基本計画（令和４～８年度）

教育大綱の基本方針
（教育振興基本計画の計画目標）

教育大綱の基本目標
（教育振興基本計画の施策目標）

1 教育活動の充実を図り、人として心身ともに調和のとれた、
世界でも通用する次世代を担う子どもたちを育みます。

①次世代を担う子　　　　　どもを育てるため、基礎的・基本的な学力向上を図り、「考える力」を養います。
②世界に通用する　　　　　子どもを育てるため、英語を通したコミュニケーション能力の向上を図ります。
③これからの情報　　　　　化時代に対応するため、ＩＣＴ教育を推進します。
④いきいきとした　　　　　学校生活を送るため、不登校改善やいじめ問題対策を推進します。
⑤ＩＣＴ教育や英　　　　　語コミュニケーションの向上を図るため、対応できる教職員を育成します。
⑥教育環境を保全　　　　　するため、学校施設・設備等の計画的な修繕や整備を行います。

2 文化芸術・生涯学習・生涯スポーツ活動を推進し、豊かな
心を持ち健幸でいきいきとした活力あるひとを育みます。

①文化芸術に対す　　　　　る知識や関心を高めるため、国内外の優れた文化芸術に触れる機会を創出し、情操教育を推進します。
②文化芸術活動を　　　　　行う団体等の継続的発展のための活動支援に取り組み、主体的な活動の活性化を図ります。
③豊かな心を育む　　　　　ため、異文化に触れる機会の創出や姉妹都市をはじめとする国際交流を推進します。
④生涯にわたり主　　　　　体的な学習活動を支援するため、町民のニーズに応じた学習機会の提供と内容の充実を図ります。
⑤人間力を高める　　　　　ため、青少年教育や成人教育などの社会教育事業・社会体育事業を推進し、様々な体験活動や各種イ
ベントの充実を図　　　　　ります。
⑥地域の文化や歴　　　　　史に対する知識向上と郷土への誇りや愛着の心を醸成するため、地域に残る貴重な文化財を保護する
とともに、文化財　　　　　の積極的な活用を図ります。
⑦町の文化・体育　　　　　施設等を保全するため、施設・設備の計画的な修繕や整備を行います。

3 町・学校・家庭・地域がともに協力し、みんなで見守り、
安心して子育てできる取り組みを推進します。

①子育てしやすい　　　　　環境をつくるため、保育事業や子育て支援事業、放課後児童クラブ事業の推進と充実を図ります。（教
育振興基本計画に　　　　　は含まれません）
②障害を持つ保護　　　　　者や子どもの支援のため、未就学児の療育支援や学校の児童生徒への教育支援を行います。
③安心できる子育　　　　　てのため、妊娠期から子育て期までの包括的・継続的な支援に努めます。（教育振興基本計画には含
まれません）
④子どもを産み健　　　　　やかに育てるため、幼児教育・家庭教育事業を推進します。
⑤生活が困窮する　　　　　世帯を守るため、教育費の負担に対し経済的な支援を行います。

4
地域の人たちと協働で行う交流や体験を通し、相手への思
いやりや支え合いの心を育み、地域や社会のために貢献で
きる人材を育みます。

①地域を大事にし、　　　　　地域のために貢献できる人材を育むため、地域の人たちと協働で行う交流や体験活動を推進します。

②地域とともに子　　　　　どもを育てるため、地域に開かれた学校を推進します。

5
日常に潜む犯罪や様々な災害から身を守る知識や行動を学
び、安全で安心な生活を営むことができるよう、交通安全・
防犯・防災教育を推進します。

①日常に潜む犯罪　　　　　や様々な災害から自分の身を守るため、防犯・防災教育を推進します。
②交通事故に遭わ　　　　　ないようにするため、交通安全教育を推進します。
③安全で安心な学　　　　　校生活を営むため、学校の防犯・防災対策を推進します。
④子どもたちの安　　　　　全・安心のため、町・学校・地域が連携し、交通安全・防犯・防災対策を推進します。

七ヶ浜町教育大綱並びに　　　教育振興基本計画

七ヶ浜町教育基本方針 七ヶ浜町教育振興基本計画 国際村事業協会事業計画 子ども・子育て支援事業計画
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            七七ヶヶ浜浜・・ググロローーカカルルＰＰＲＲＯＯＪＪＥＥＣＣＴＴ」」((１１００年年次次))

１１      学学びび方方のの習習得得とと基基礎礎的的・・基基本本的的なな事事項項のの習習熟熟   

２２    不不登登校校・・いいじじめめ問問題題等等へへののチチーームム対対応応  

３３    英英語語をを通通ししたたココミミュュニニケケーーシショョンン力力のの育育成成  

                  ４４    地地域域連連携携((昨昨年年度度よよりり改改編編))  

  

４４つつ活活動動ででののＩＩＣＣＴＴ活活用用のの日日常常化化とと最最適適化化  

  

  

１１  学学びび方方のの習習得得  基基礎礎的的・・基基本本的的なな事事項項のの習習熟熟  

  

１ 小学校低学年期に「学習不安感」を持たせないよう，基礎的・基本的な事項の習熟に
努める。レディネスの把握を丁寧に行う。学習不安感は算数・数学科において最も現
れやすい。習熟不足は学びの不安感となって「算数・数学嫌い」の児童生徒の増加を
招いていることを認識すること。 

２ 学び方を習得させる。個に応じて学習達成感を育む自学力を身につけさせる。 
３ 「アクティブラーニング」は９年間を通して身につけさせるものとする。 
４ 小学校は，「午前５時間制」(１～５時間目を４０分，６時間目を６０分等)とする。 
  積極的なカリキュラムマネジメントにより授業時間の弾力性を大幅にもたせる。 
 

 

２２  不不登登校校・・いいじじめめ問問題題等等へへののチチーームム対対応応  

  

１ 学校，学校教育支援センター，子ども未来課等が連携し，幅広い児童生徒の問題行動
に対して未然防止の段階から「チーム対応」を行う。  

２ 学校教育支援センターに通所している児童生徒には，教育機会確保法の主旨に鑑みて 
学校と連携した学習活動や進路指導を行う。また IＣＴ活用により教師や友達との関 
係の維持やリモート授業等を試みる。 

３ 初期支援に重点を置く。家庭環境を含めたアセスメントをしっかり行い，不登校の様
態に応じた「チーム対応」を行う。保護者との相談活動を必須とし「進路指導の視点」
をもった長期的支援を行う。 

４ 本町の不登校は，経済・家族問題の中で捉えることが妥当な実態にある。ただし，文
部科学省が不登校の要因を「教師との関係性」の観点から再検討していることに注視
し，不登校傾向の児童生徒の心理的安全性について学校環境についてもアセスメント
する。 
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３ 英語を通したコミュニケーション⼒の育成 
 

１ ⾃分の頭で考え意⾒や思いを伝え合う⼒を，英語をツールとしたコミュニケーション
⼒の育成によって培う。「明るく，楽しく，⾯⽩く」の切り⼝で英語をシャワーのよう
に浴びせ，かつ豊富な発話量を確保する。 

２ ⼩学校三校は教育課程の特例のもと町独⾃に構想した「英語コミュニケーション科」
(全学年)のさらなる充実を図る。中学校は「七ヶ浜ラウンド学習法」の学習⽅法を柔
軟性をもたせて展開し，英語科４領域の運⽤能⼒を育成する。 
教育課程特例期間が H29 年度〜R8 年度と⻑期にわたっているアドバンテージを活か
し⼩学校段階での活動を⼀層定着させる。 

３ ⼩学校の授業はＡＬＴがＴ1，担任がＴ2とするティームティーチングで⾏う。 
４ 中学校では，⼩学校で⾝につけた関⼼・意欲の⾼さを活かした授業づくりに努める。 
   コミュニケーション⼒に加え，⽂法⼒，語彙⼒等認知能⼒を鍛える。  

 
 
４ 地域連携 
  

１ 地域学校協働本部(⽣涯学習センター内)をベースに，地域の⽅や職業⼈等の多様な⼈ 
材を招き学習活動を展開する。 

２ 地域と学校の連携のもと地域の特⾊や伝統を調べ，南海トラフ巨⼤地震による津波等 
の危機予測に基づいた新ハザードマップを活⽤するなど防災教育の観点での課題解
決的な防災学習に取り組む。 

３ 震災前からの七ヶ浜町の最良の特⾊である「お互いの顔が⾒える」地域コミュニィテ 
ィーを「⼩学校地区⺠合同⼤運動会」により確認し，学校と地域の関係維持に努める。 

４ 読み聞かせ活動，⽥植え体験活動，ノリ養殖体験活動等，各学校の取組に地域の資源
を活かした体験活動を展開する。 

５ 国際村国際交流員を講師に，他国で働くことについて，⼩中でのキャリア教育を展開
する。また，国際村関連⾏事への参加を促し，他国⽂化等に親しむ機会とする。 

６ 震災伝承の取組。国内⾃然災害復興プロセス学習。 
Ex 震災の経験をしていない児童・⽣徒が増えてきている。F プロの要請や，当時の学

校⻑が学校内でどのように過ごしたなどを学ぶ講話「震災の⽇の七ヶ浜町」等確実 
  に継続していけるように計画に取り⼊れていく。  

 
※ 児児童童・・⽣⽣徒徒のの睡睡眠眠時時間間をを確確保保すするるたためめののメメデディィアア・・ココンントトロローールルをを具具体体的的にに声声掛掛けけ

しし，，地地域域ににもも発発信信ししてていいくく。。「「眠眠るる３３００分分前前かかららススママホホ・・ゲゲーームムははささわわりりまませせんん。。  
ささわわららせせまませせんん。。朝朝⾷⾷をを⾷⾷べべるるままでで。。」」をを合合⾔⾔葉葉でで町町全全体体にに広広めめてていいくく。。  

            七七ヶヶ浜浜・・ググロローーカカルルＰＰＲＲＯＯＪＪＥＥＣＣＴＴ」」((１１００年年次次))

１１      学学びび方方のの習習得得とと基基礎礎的的・・基基本本的的なな事事項項のの習習熟熟   

２２    不不登登校校・・いいじじめめ問問題題等等へへののチチーームム対対応応  

３３    英英語語をを通通ししたたココミミュュニニケケーーシショョンン力力のの育育成成  

                  ４４    地地域域連連携携((昨昨年年度度よよりり改改編編))  

  

４４つつ活活動動ででののＩＩＣＣＴＴ活活用用のの日日常常化化とと最最適適化化  

  

  

１１  学学びび方方のの習習得得  基基礎礎的的・・基基本本的的なな事事項項のの習習熟熟  

  

１ 小学校低学年期に「学習不安感」を持たせないよう，基礎的・基本的な事項の習熟に
努める。レディネスの把握を丁寧に行う。学習不安感は算数・数学科において最も現
れやすい。習熟不足は学びの不安感となって「算数・数学嫌い」の児童生徒の増加を
招いていることを認識すること。 

２ 学び方を習得させる。個に応じて学習達成感を育む自学力を身につけさせる。 
３ 「アクティブラーニング」は９年間を通して身につけさせるものとする。 
４ 小学校は，「午前５時間制」(１～５時間目を４０分，６時間目を６０分等)とする。 
  積極的なカリキュラムマネジメントにより授業時間の弾力性を大幅にもたせる。 
 

 

２２  不不登登校校・・いいじじめめ問問題題等等へへののチチーームム対対応応  

  

１ 学校，学校教育支援センター，子ども未来課等が連携し，幅広い児童生徒の問題行動
に対して未然防止の段階から「チーム対応」を行う。  

２ 学校教育支援センターに通所している児童生徒には，教育機会確保法の主旨に鑑みて 
学校と連携した学習活動や進路指導を行う。また IＣＴ活用により教師や友達との関 
係の維持やリモート授業等を試みる。 

３ 初期支援に重点を置く。家庭環境を含めたアセスメントをしっかり行い，不登校の様
態に応じた「チーム対応」を行う。保護者との相談活動を必須とし「進路指導の視点」
をもった長期的支援を行う。 

４ 本町の不登校は，経済・家族問題の中で捉えることが妥当な実態にある。ただし，文
部科学省が不登校の要因を「教師との関係性」の観点から再検討していることに注視
し，不登校傾向の児童生徒の心理的安全性について学校環境についてもアセスメント
する。 
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Ｃ.　教育委員会事務局組織機構図�

（令和７年４月１日現在）
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Ｄ.　生涯学習のまちづくり�
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Ｅ.　教育費予算�
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食
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費
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費

教 育 委 員 会 費 776 102 878

事 務 局 費 228 32,627 21,599 9,245 26 194 100 105 920 78 1,485 382 126 343 67,458

外国語指導助手招致費 8,320 1,678 59 16 16 10,296 1,120 242 21,747

被災児童生徒就学援助費 490 490

学 校 教 育 支 援 事 業 費 5,714 2,193 1,637 265 63 2 144 10,018

教 育 振 興 基 金 費 161 161

奨 学 資 金 貸 付 基 金 費 38 38

小 学 校 学 校 管 理 費 22,528 7,366 5,435 225 640 3,342 72 60 24,137 3,030 44,620 2,734 12,820 270 832 717 128,828

小 学 校 教 育 振 興 費 264 746 3,748 160 750 217 3,224 140 66,960 282 7,418 83,909

中 学 校 学 校 管 理 費 10,943 3,349 2,470 146 287 2,757 48 201 17,785 1,941 42,565 1,991 200 611 404 85,698

中 学 校 教 育 振 興 費 339 4,593 122 800 185 1,086 243 38,734 2,026 6,733 54,861

社 会 教 育 総 務 費 6,470 32,897 21,294 10,700 145 231 2,821 74,558

公 民 館 費 3,061 1,180 27 13,846 921 13,859 1,256 43 3,499 17 37,709

図 書 セ ン タ ー 費 78 236 62 264 1,851 700 3,191

文 化 財 保 護 費 2,749 1,028 743 58 150 8 35 23 6,520 53 11,367

歴 史 資 料 館 運 営 費 2,039 3,984 4,447 1,659 49 51 456 1 40 1,374 212 1,955 231 900 119 10 7 17,534

保 健 体 育 総 務 費 1,050 14,514 10,508 4,341 591 11 110 78 2,402 33,605

体 育 施 設 費 86 61,585 110 191,000 252,781

健康スポーツセンター費 142 141,160 42 35,325 176,669

学 校 給 食 費 252 8,453 5,472 2,466 28 756 134 110,803 511 56,646 316 1,133 30 7 187,007

合        計 61,069 92,475 77,520 40,374 5,289 1,812 100 17,496 150 1,876 169,624 9,053 384,162 10,160 240,045 470 109,132 12,829 14,641 199 31 1,248,507

男 女 共 同 参 画 費 126 4 130

コ ミ ュ ニ テ ィ 対 策 費 122 73 195

老 人 福 祉 セ ン タ ー 費 60 200 12 77 145 494

15



1 2 3 4 7 8 9 10
需用費

11 12 13 14 15 17 18 19 23 24 26 27

計

報

酬

給

料

職
員
手
当
等

共

済

費

報

償

費

旅

費

交

際

費

役

務

費

委

託

費

使
用
料
及
び

賃

借

料

工
事
請
負
費

原

材

料

費

備
品
購
入
費

負
担
金
補
助

及
び
交
付
金

扶

助

費

投

資

及

び

出

資

金

積

立

金

公

課

費

繰

出

金

消
耗
品
費

食

料

費

印

刷

製

本

費

そ
の
他
の

需

用

費

教 育 委 員 会 費 776 102 878

事 務 局 費 228 32,627 21,599 9,245 26 194 100 105 920 78 1,485 382 126 343 67,458

外国語指導助手招致費 8,320 1,678 59 16 16 10,296 1,120 242 21,747

被災児童生徒就学援助費 490 490

学 校 教 育 支 援 事 業 費 5,714 2,193 1,637 265 63 2 144 10,018

教 育 振 興 基 金 費 161 161

奨 学 資 金 貸 付 基 金 費 38 38

小 学 校 学 校 管 理 費 22,528 7,366 5,435 225 640 3,342 72 60 24,137 3,030 44,620 2,734 12,820 270 832 717 128,828

小 学 校 教 育 振 興 費 264 746 3,748 160 750 217 3,224 140 66,960 282 7,418 83,909

中 学 校 学 校 管 理 費 10,943 3,349 2,470 146 287 2,757 48 201 17,785 1,941 42,565 1,991 200 611 404 85,698

中 学 校 教 育 振 興 費 339 4,593 122 800 185 1,086 243 38,734 2,026 6,733 54,861

社 会 教 育 総 務 費 6,470 32,897 21,294 10,700 145 231 2,821 74,558

公 民 館 費 3,061 1,180 27 13,846 921 13,859 1,256 43 3,499 17 37,709

図 書 セ ン タ ー 費 78 236 62 264 1,851 700 3,191

文 化 財 保 護 費 2,749 1,028 743 58 150 8 35 23 6,520 53 11,367

歴 史 資 料 館 運 営 費 2,039 3,984 4,447 1,659 49 51 456 1 40 1,374 212 1,955 231 900 119 10 7 17,534

保 健 体 育 総 務 費 1,050 14,514 10,508 4,341 591 11 110 78 2,402 33,605

体 育 施 設 費 86 61,585 110 191,000 252,781

健康スポーツセンター費 142 141,160 42 35,325 176,669

学 校 給 食 費 252 8,453 5,472 2,466 28 756 134 110,803 511 56,646 316 1,133 30 7 187,007

合        計 61,069 92,475 77,520 40,374 5,289 1,812 100 17,496 150 1,876 169,624 9,053 384,162 10,160 240,045 470 109,132 12,829 14,641 199 31 1,248,507

男 女 共 同 参 画 費 126 4 130

コ ミ ュ ニ テ ィ 対 策 費 122 73 195

老 人 福 祉 セ ン タ ー 費 60 200 12 77 145 494

（単位：千円）
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Ｆ.　小中学校の概要�

1 

七ヶ浜町立亦楽小学校

〒985－0801　宮城県宮城郡七ヶ浜町代ヶ崎浜字細田54－1　開校年　明治18年　　開校記念日5月15日
ＴＥＬ：022-357-2521　　ＦＡＸ：022-357-5035　　 e-mail：ekiraku_es@shichigahama.ed.jp

～　特色ある教育活動　～

七ヶ浜・グローカルPROJECT
「英語コミュニケーション科」

地域学校協働活動
「読み聞かせ」防災教育

「防災まち歩き」
地域とともに　大漁旗ひらめく

「地区民合同大運動会」
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◯沿　革
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１　学校教育目標　　心身ともに健康で楽しく学ぶ子供の育成  
（１）めざす児童像・行動像
         「勇気をもって，チャレンジできる子供」　※失敗を恐れずチャレンジし続ける子供

（２）めざす学級集団像
　　  お互いのよさや違いを認め合い，安心して間違いや失敗ができる集団

①　一生懸命学び合う学級集団　　　 　　 ②　規範意識が高く規律ある学級集団
③　いじめを絶対に許さない学級集団 　　 ④　共感し合い協働し合う学級集団

２　学校経営方針
（１）「安全・安心な学校」がすべての教育活動の礎となることを踏まえ，教職員一人一人が最優先事項

として行動する。
（２）子供が集中して学びに向かうことができる諸環境の整備に努めるとともに，世界規模で変動し続

ける予測困難な時代を生き抜く力を育むため，「七ヶ浜グローカルＰＲＯＪＥＣＴ～世界を見据え
て地域に根差す～」の具現化を目指す。

（３）「主体的・対話的で深い学び」を保障する場所として，児童も教師も安心して学び合える環境を目
指し，「厳しさと寛容性のある学校風土」づくりに努める。

（４） 七ヶ浜町の自然，伝統，文化を大切にし，地域と一体となった教育活動を推進しながら「開かれ
た学校づくり」に努め，家庭・地域から信頼される学校を目指す。

３　学校教育目標を達成するための重点施策
（１）　七ヶ浜・グローカルＰＲＯＪＥＣＴ 10 年目の取組の充実

	 ①学び方の習得と基礎的・基本的な事項の習熟
ア　基礎的・基本的な事項の習熟（低学年期に「学習不安感」を持たせない）　　　　　
イ　児童が達成感を感じられる「つかむ，見通す，考える，振り返る」指導を大切にした授業づくり　　　
ウ　学び方の習得（授業後の振り返りシート，自主学習）と「家庭学習の手引き」の連携強化
エ　ICT の基本操作の習熟，目的や発達段階に応じた活用

	 ②不登校・いじめ問題へのチーム対応
ア　チーム対応の重視
       （校内におけるチーム対応，学校，支援センター，子ども未来課等との緊密な連携）
イ　通所児童，個別指導児童への適切な学習指導，学習支援
ウ　未然の段階や初期支援に重点を置いた対応　　　　　　　
エ　「不登校対応シート」の効果的活用。

	 ③英語を通したコミュニケーション力の育成
ア　自分の考えや気持ちを伝え合う力の育成　　　
イ　「明るく楽しく面白く」のさらなるレベルアップ
ウ　「書くこと」「読むこと」における基礎的な力の育成

	 ④地域連携
ア　積極的な情報発信（学校だより，学校ホームページ，一斉メール等）
イ　町生涯学習課，地域コーディネーターとの連携
ウ　地域や関係機関と連携した防災教育
エ　学校・保護者・地域の連携による地区民合同運動会の開催

（２）　カリキュラムマネジメント
・40 分午前５時間制の効果的活用

（３）　教育活動全体を通したインクルーシブ教育の展開
（４）　防災・安全教育・いじめ未然防止教育の充実
（５）　命を大切にする教育，ゲーム及びＳＮＳ依存症防止やトラブル防止教育の推進

③しなやかでたくましい子供
・健康と安全を心がける
・進んで運動することができる
・ねばり強く最後までやり抜こうとする

②　明るく思いやりのある子供
・相手の目を見て，自分からあいさつ　
　することができる
・友達を応援したり励ましたりするこ
　とができる

①　よく考え楽しく学ぼうとする子供
・自ら考え，友達と考え合い，表現

できる
・課題解決過程で試行錯誤できる
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○年間行事予定

月 主　　な　　学　　校　　行　　事　　等

４ 第１学期始業式　入学式　避難訓練（地震）　交通安全教室　学習参観　１年生を迎える会　
居住地確認訪問

５ 居住地確認訪問  避難訓練・引渡訓練  開校記念日  ＰＴＡ奉仕作業　地区民合同大運動会

６ 交通安全教室　防犯教室　児童総会（前期）　学校評議員会　校外学習（3・4 年）　指導主事学校
訪問

７ 不審者対応避難訓練　集団下校訓練　学習参観　個別面談　学校保健委員会　避難所開
設訓練　

８ えきらく委員会　松島自然教室（５年）　 ＰＴＡ奉仕作業
９ 修学旅行（６年）　遠足（１年）　集団下校訓練

１０ 第１学期終業式　第２学期始業式　就学時健康診断　遠足（２年）
１１ 避難訓練（火災）･ 防災スタディ（６年）　芸術鑑賞教室（６年）　防災まち歩き（５年）　

学習発表会
１２
１ 幼保小連絡会　新入学児童保護者説明会
２ ボランティア感謝の会　学習参観 ･ 懇談会　児童総会（後期）　学校評議員会
３ ６年生を送る会　卒業式　修了式　離任式

４　特色ある教育活動等
　　※※七ヶ浜・グローカルＰＲＯＪＥＣＴ－世界を見据えて地域に根ざす－の推進※※

（１）学び方の習得と基礎的・基本的な事項の習熟学び方の習得
　校内研究の主題を「子供も教師も学び上手な学校をめざして～個別最適・協働的な学びの創造～」
とし，「明るく楽しく面白く」児童が手応えを実感できる授業づくりに取り組む。

（２）不登校・いじめ問題へのチーム対応 
　学校，学校教育支援センター，子ども未来課等が連携し，幅広い児童の課題に対して未然防止段
階からチーム対応を行う。児童会活動や縦割り活動，挨拶の声掛けを通して思いやりの気持ちを育
む。

（３）英語を通したコミュニケーション力の育成
　全学年で，担任と ALT の TT による授業づくりを行い，授業公開を行う。英語をシャワーのよ
うに浴びせ，かつ豊富な発話量を確保して「明るく楽しく面白い」授業を目指す。ALT に対する
同僚性を大切する。

（４）地域学校協働活動　
　学習支援ボランティア（書写，家庭科等），読み聞かせボランティア，登下校の見守りボランテ
ィア等の活用を図る。５学年の総合的な学習の時間では地域ボランティアと地域の危険箇所を学ぶ
防災学習「防災まち歩き」を実施する。
　亦楽小学区９地区との合同運動会を企画し，学校と地域の交流を推進し，地域全体の中で子供を
育む機運を醸成する。

○在籍児童数及び学級編制（令和７年５月１日現在）

学年 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 特別支援　うなばら

組 １ ２ １ １ １ ２ １ １ １A １B ２A ２B ３ ６

児
童
数

男 １０ １０ １３ １８ １３ １２ １８ ２０ ６ ５ ４ ５ ０ ０ １３４

女 ９ ９ １３ １４ ７ ８ １０ １３ ０ １ １ ０ １ １ ８７

計 １９ １９ ２６ ３２ ２０ ２０ ２８ ３３ ６ ６ ５ ５ １ １ ２２１

学年計 ３８ ２６ ３２ ４０ ２８ ３３ ２４ ２２１
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○在籍児童数及び学級編制（令和７年５月１日現在）

○　学校経営の基本方針
　七ヶ浜町教育基本方針及び七ヶ浜・グローカルＰＲＯＪＥＣＴ，宮城県教育基本方針，日本国憲法
及び教育基本法他関係諸法規に則り，次の４点から学校経営を推進する。

⑴　学級づくりを中心とした豊かな人間関係づくりを核として，一人一人の子どもにとって安心・
　安全な居場所づくりと環境整備を進める。
⑵　午前５時間制・40 分授業実施の取組を通してカリキュラムマネジメントを推進し計画的かつ　　
　組織的に教育活動の質の向上を図る。
⑶  教師としての専門性を高めるため，研鑽に励むとともに，自らの役割を自覚し，子どものより
　よい変容を目指した協働体制を確立する。
⑷　地域と共に歩む「開かれた学校」づくりを目指し，家庭・地域と学校が協働した教育活動を推
　進することで，学校経営の機能を強化する。

2 七ヶ浜町立七ヶ浜町立
松ヶ浜小学校松ヶ浜小学校

特色ある教育活動特色ある教育活動

〒 985-0812 宮城県宮城郡七ヶ浜町松ヶ浜字神明裏 52
            TEL 022-357-2211  FAX 022-357-5025

開校年 明治６年・開校記念日 ７月１５日
児童数 １８７名・ＰＴＡ会員数 １４１名

校歌碑
英語コミュニケーション科

校舎屋上から仙台湾を望む

松小太鼓

校
　
　
歌

　
　
　
作
詞
　
渡
辺
波
光

　
　
　
作
曲
　
中
山
晋
平

一
，
波
よ
せ
か
え
す
　
東
海
の

岸
辺
の
お
か
の
　
ふ
か
み
ど
り

か
た
き
操
ぞ
　
ほ
ま
れ
な
る

わ
れ
ら
が
母
校
　
松
ヶ
浜

	二

磯
馴
れ
松
の
　
と
り
ど
り
に

さ
ま
は
変
れ
ど
　
変
ら
ざ
る

そ
こ
に
自
治
あ
り
　
力
あ
り

こ
こ
に
我
あ
り
　
理
想
あ
り

	三

諏
訪
の
社
の
　
春
の
日
の

鳩
に
三
枝
の
　
礼
儀
あ
り

ま
し
て
や
我
ら
　
人
と
し
て

こ
の
学
び
舎
に
　
学
び
得
て

	四

藩
祖
の
君
の
　
や
か
た
あ
と

月
う
る
わ
し
き
　
御
殿
崎

眺
望
崎
の
　
そ
の
名
さ
え

末
長
浜
の
　
と
こ
し
え
に

	五

月
去
り
星
は
　
う
つ
ろ
え
ど

松
の
み
ど
り
の
　
い
や
ま
し
に

我
が
師
の
め
ぐ
み
　
天
然
の

め
ぐ
み
も
深
し
　
我
が
母
校

二
，

三
，

四
，

五
，

学年 １ ２ ３ ４ ５ ６ 特別支援学級
計

組 １ １ １ １ １ １ はまかぜ はまぎく はまゆり

児
童
数

男 １２ １４ ２３ １６ １３ １４ ５ ２ ０ ９９

女 １８ １１ ９ １０ １９ １７ ２ １ １ ８８

計 ３０ ２５ ３２ ２６ ３２ ３１ ７ ３ １ １８７
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１　学校教育目標
「よく考え，心豊かに，たくましく生きる子どもを育成する。」

２　目指す子ども像　
○進んで学ぶ子ども・・・・・自分の考えを持ち，表現し学び合う。
○仲良く助け合う子ども・・・人やものを大切にする。
○健康で明るい子ども　・・・めあてを持って，安全に健康に生活する。

３　目指す学校像　　　
⑴学び合いのある学校　　⑵健康で安心・安全な学校　　⑶保護者や地域から信頼される学校

４　目指す教師像　　　
　○自ら学び続け，子どもの学びを引き出し，主体的な学びを支援する教職員
　○家庭や地域，各関係機関との連携を図りながら学校を運営しようとする教職員
　○士気を高め，誇りを持って職務を遂行する教職員

５　重点努力施策
⑴子どもにとって安心・安全な居場所づくり

○安心・安全な学級づくり　○自己肯定感・有用感の醸成　
○気持ちのよい挨拶と返事を通した人と関わる力の育成　
○道徳，特別活動，各教科及び関連行事の関連付け　
○たてわり活動の推進　○いじめ問題対策・不登校支援のためのチーム対応　
○適時性のあるケース会議

⑵子どもにとって安心・安全な環境整備
　 　　○避難訓練等災害安全の推進　○施設設備の安全管理の徹底　○美しい校内環境の整美
　 　　○交通安全教室の実施　○学区内安全点検

⑶確かな学力の育成
　○午前５時間制・40 分授業実施の取組　
　○個別最適で協働的な授業づくり　
　○学習タイムを活用した多様な問題解決や体験活動の設定　
　○教科担任制による指導の充実　○読書活動の推進　○ＩＣＴリテラシーの育成　
　○授業づくりを支える系統的・継続的な取組（「松ヶ浜小学習スタンダード」等）
　○自学力の育成（「家庭学習の手引き」等）
⑷コミュニケーション力の育成

○相手を思いやって聞いたり話したりする力の育成　○英語コミュニケーション科の実践　
○英語コミュニケーションの日常化

⑸健やかな体の育成
　 　　○遊びと体力づくりを結び付けた取組の工夫　
　 　　○学級活動や保健教育による「命を大切にする教育」の推進　　
　 　　○給食センターと連携した食の指導  ○メディアコントロールの推進

⑹ 特別支援教育の充実
　 　　○特別支援教育コーディネーターを中心とした校内体制づくり  
　 　　○通級指導を活用した通常学級在籍児童への指導・実践
　 　　○個別の指導計画・支援計画を活用した保護者・地域との連携（「あすなろパスポート」の活用）

⑺地域との連携・協働
　 　　○保護者との密な情報交換　○積極的な情報発信（学校だより，学校ＨＰ等）　
　 　　○幼保小中連携　○地区民との合同運動会の実施　○地域の教育資源の発掘と協働教育実践　
　 　　○地域との協働による防災教育　○一斉メールの活用

⑻チームによる学校づくりと業務の適正化
○学年部組織による指導体制の強化（７学年部を含めた組織体制）
○３チーム制（学び・心・体）の校務分掌組織による協働体制の推進  
○教職員の資質能力の向上を目指した研修の充実　○業務の適正化の視点による業務精選・改　
　善の取組
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○沿　革○ 沿 革 

明 6   7月 養松院に松ヶ浜小学校創設 

18   5月 松ヶ浜神明前に校舎新築・松ヶ浜中等小学校と称する 

大 8  ４教室増築(９学級) 

15  校地拡張地ならし 

昭元  校歌制定 

2  校舎増築(３教室) 

11  校舎改築 配置替え(１２学級) 

13  校旗制定 

16  松ヶ浜国民学校と改称(１２学級) 

22 七ヶ浜村立松ヶ浜小学校と改称 

24 校章制定 

  27  七ヶ浜村教育委員会発足(１５学級) 

28  校舎増築 配置替え 裏校庭整備 

29 校舎落成記念式典 

33  校舎増築(旧二校舎解体，５教室増) 

  34  １月 町制施行 

38  開校９０周年記念式典 体育館落成 簡易水道工事 

国旗掲揚塔設置 

40  鉄筋校舎落成(工費5,800万円)  

43  完全給食実施 

45  プール落成 音楽教育研究指定(県) 

46  観察池設置 校庭グリーンベルト達成 

47  学校環境緑化コンクール参加 音楽発表会参加（奨励賞） 

スチーム暖房設置 

48  開校１００周年記念式典(記念碑建立)  緑化コンクール参加 

53  視聴覚機器整備 

54  体育施設，遊具，観察園整備 

56  非常階段設置 視聴覚室設置 視聴覚機器整備(町費:700万円) 

登棒設置 

57  開校110周年記念式典(記念誌発刊) 金銭教育研究校(２年間) 

グランドピアノ寄贈(渡辺幸一氏)    陳列棚寄贈(渡辺栄八氏) 

60  「金銭教育研究校」として県貯蓄推進委員会より感謝状 

61  浜掃除奉仕活動に，宮城県知事より感謝の楯 

校庭，鉄筋校舎床全面改修工事 

62  鉄筋校舎 屋内体育館改修 

63  浜清掃奉仕活動に対して”松島湾をきれいにする会”より表彰 

平元 プール補修・全面塗装 校章を校舎外壁に設置 

校木を「松」に制定 

2  体育倉庫設置 外部下水道全面改修 

 3  体育館屋根全面改修 

4  「海の祭典」で県知事より表彰状と記念品授与（海浜清掃） 

       児童会旗，児童会の歌制定 

5  創立１２０周年記念式典(記念誌発刊) 

記念事業として和太鼓寄贈される 

「和太鼓クラブ」創設(“松小太鼓”完成) 

6  教育相談実践協力校(宮城県教育研修センター) 

      北側の桜の木移転 石垣の改修工事 

7  ボランティア活動普及事業協力校 

 

交通安全優良学校表彰(県警察本部長・県交通協会長) 

      交通安全教育推進校表彰(東北管区警察局長・東北交通安全協会長)      

通路屋根塗装工事 放送機器改修 

8  浜清掃に対し「海の日」制定記念式典で運輸省第二港湾建設局長 

より表彰 

9  浜清掃に対し運輸大臣より表彰  山源工務店より花壇寄贈 

 10  木造校舎解体(お別れ会実施) 

11  木造新校舎落成(H12.2.13落成披露式)   心を育む教育活動 

12  コンピュータ２２台導入 

13  愛鳥モデル推進校県指定(２年間) 

宮城国体サッカーなど関連行事参加(炬火リレー等) 

14  プール補修・塗装 屋上防水・改修工事 

ボランティア活動普及事業協力校  

15  校庭外側柵工事 学力向上フロンティア事業研究指定（２年間） 

16  ２学期制試行 校長室内装工事  給食配膳室設置 

      学力向上フロンティア事業公開研究会 

17  学校名表札設置 

18  ２学期制実施    防犯カメラ設置 

特別支援教育体制推進事業研究指定(文)（２年間） 

20  全国学力・学習状況調査等を活用した学校改善推進実践研究 

21  屋内運動場改築落成    英語教育改善のための調査研究事業(文) 

     発達段階に応じたキャリア教育支援事業(文)     

学校支援地域本部事業(文)    特別支援教育推進事業(県) 

22  研究開発学校（外国語教育・２年間）(文) 

      研究開発学校中間発表（於 汐見小） 屋内運動場改築 

東日本大震災に対応して避難所設置（３６日間） 

23 新通学路指定（津波の影響）    スクールカウンセラー配置 

研究開発学校公開研究会（於 汐見小） 本校舎耐震補強工事   

24  校庭南側擁壁工事  校舎東向いに備蓄倉庫建設 

25 はまかぜ見守り隊発足  開校140周年記念誌発行 

26  県ＮＩＥ実践指定校  体育館に非常用電話設置 

  屋上に太陽光発電パネル装置設置  

27  県ＮＩＥ実践指定校 

     外部非常階段撤去（音楽室）  校庭ブランコ安全柵設置  

28 グローカルプロジェクト始動、文科省より教育課程特例校認可 

英語コミュニケーション授業試行・教育課程特区指定  

    保健室エアコン設置 校務システム導入  

29 トイレ改修工事 屋上防水工事  第１回地区民合同大運動会実施  

30  優良少年防火クラブ表彰 創立１４５周年記念コンサート 

  全国緑化コンクール表彰 

31 エアコン全教室設置工事完了 ＢＳ－ＴＢＳ「校歌を訪ねて」出演 

臨時休業（３月・新型コロナウィルス感染防止のため） 

令 2 臨時休業（４～５月・新型コロナウィルス感染防止のため） 

令 3 英語コミュニケーション公開授業研修会 少年消防クラブ総務大臣表彰 

   タブレット導入 

令 4 きずなFプロジェクト震災総合学習 校内無線LAN環境整備  

令 5   開校150周年記念コンサート 文化芸術鑑賞事業 新校務PC導入 

令 6   芸術家派遣事業(ダンス教室)「演舞麗夢」 通学路追加(中田地区) 
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○年間行事予定

○週時程表

月 主な学校行事
4 第 1 学期始業式　　入学式　　学習参観　　居住地確認　　交通安全教室
5 １年生を迎える会　 引き渡し訓練　　運動会　　集団下校訓練　 避難訓練（不審者）　　　
6 体力・運動能力テスト　　プール開始　  避難訓練（地震・津波）　　松島野外活動（5 年）　
7 学習参観　　開校記念日　　夏季休業日（19 ～ 8/24）　  教育面談　プール終了（夏休み前）
8 　　　　
9 校外学習（2,3,4 年）

10 修学旅行（6 年）   第１学期終業式　  秋季休業日（14 ～ 15）　  第２学期始業式　  校外学習（1,5 年）
11 音楽アウトリーチ  学習発表会　　避難訓練（火災）　　はまかぜ祭り　
12 冬季休業日（24 ～ 1/7）
1
2 新入学児童保護者説明会・一日入学　　幼保小連絡会　　学習参観　　６年生を送る会
3 卒業式 　 修了式　　離任式

時刻 曜 月 火 水 木 金
8：10 朝読書・健康観察・朝の会 朝会・学級タイム
8：30

9：10
１

9：15

9：55
２

10：00

10：40
３

業　　間　　休　　み
11：00

11：40
４

11：45

12：25
５

給　　　　　　　　　　　　食

13：10 昼　　休　　み
学級指導（５校時間時）

昼休み
（６校時間時 ~13:30）

昼　休　み

13：30

14：10

14：30

15：00

６ （４〜６年） （２〜６年） （３〜６年）
（４年１学期
／５〜６年）

委員会・クラブ
（13：40 ~14:30）

（３〜６年）

学習タイム 学習タイム 学習タイム 学習タイム

清　掃・学級指導・下　校 下　校 清掃・学級指導・
下校
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3

七ヶ浜町立汐見小学校七ヶ浜町立汐見小学校

開校年　昭和５５年　　開校記念日　７月６日
〒 985 － 0821　宮城県宮城郡七ヶ浜町汐見台三丁目 1 番地の 3　mail：siomi_es@shichigahama.ed.jp
TEL：022-357-5151  FAX：022-357-5711  HP：https://shichigahamasiomi-es.edumap.jp

特色ある教育活動

地域学校協働活動（５学年田植え） 英語コミュニケーション 地区民合同大運動会　地区種目（大玉転がし）

校
　
　
歌

作
詞
　
松
村
孔
太
郎

補
作
　
橋
浦
兵
一

作
曲
　
本
間
雅
夫

一
　
阿
川
の
水
面
　
七
ケ
浜

遠
く
か
が
や
く
　
海
原
を

こ
こ
ろ
す
が
し
く
　
渡
る
風

わ
が
学
び
舎
よ
　
汐
見
小

望
み
ゆ
た
か
に
　
歩
み
ゆ
け

二
　
貝
塚
は
る
か
　
縄
文
の

丘
の
昔
を
　
し
の
ぶ
と
き

お
も
い
あ
ら
た
な
　
空
の
青

わ
が
学
び
舎
よ
　
汐
見
小

誇
り
ゆ
か
し
く
　
進
み
ゆ
け

三
　
黒
松
つ
よ
く
　
み
ど
リ
濃
く

道
に
木
も
れ
陽
　
は
ま
ぎ
く
の

花
は
し
ず
か
に
　
香
り
く
る

わ
が
学
び
舎
よ
　
汐
見
小

ゆ
く
て
さ
や
か
に
　
拓
き
ゆ
け

○在籍児童数及び学級編成（令和７年５月１日現在）
学年 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 特別支援 合計

学級 1 2 1 2 1 2 1 2 1 2 1 2

た
ん
ぽ
ぽ
1

た
ん
ぽ
ぽ
2

ど
ん
ぐ
り

な
か
よ
し

あ
お
ぞ
ら

17

児
童
数

男 10 10 9 9 14 13 14 14 16 15 12 12 4 4 3 0 1 160
女 13 14 14 14 15 15 11 12 15 16 10 9 1 2 0 1 0 162
計 23 24 23 23 29 28 25 26 31 31 22 21 5 6 3 1 1 322

計 47 46 57 51 62 43 16 322
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○沿　革
 

 

○ 沿 革 

年 月 日 学 校 長 概     要 年 月 日 学 校 長 概     要 

昭和 54.4 
昭和 54.7.6 
 
 
昭和 55.4.7 
 
昭和 55.7.25 
昭和 56.2.17 
昭和 56.4.1 
 
昭和 56.4.7 
 
昭和 57.3.30 
昭和 57.5.20 
昭和 58.4.1 
昭和 58.4.6 
昭和 58.5.1 
昭和 58.8.27 
昭和 59.3.10 
昭和 59.5.1 
昭和 59.9.1 
昭和 59.11.13 
昭和 60.5.1 
昭和 61.5.1 
昭和 62.3.20 
昭和 62.5.1 
昭和 63.5.1 
平成元.5.1 
平成元.10.6 
 
平成 2.5.1 
平成 3.5.1 
平成 4.2.1 
平成 4.2.21 
平成 4.5.1 
平成 5.4.1 
平成 5.5.1 
平成 6.3.10 
平成 6.5.1 
平成 7.4.1 
平成 7.5.1 
平成 8.5.1 
平成 9.5.1 
平成 10.5.1 
平成 11.5.1 
平成 11.7.3 
 
平成 12.5.1 
平成 13.5.1 
平成 14.4.1 
 
 
平成 14.5.1 
平成 14.7.22 
平成 15.5.1 
平成 16.5.1 

 
 
 
 
安部 英輔 
(S55.4~58.3) 
 
 
 
 
 
 
 
 
鈴木 直一 
(S58.4~60.3) 
 
 
 
 
 
 
板橋 敏男 
(S60.4~63.3) 
 
 
前田 忠男 
(S63.4~H3.3) 
 
 
 
佐久間義昌 
(H3.4~5.3) 
 
 
渡邉 良一 
(H5.4~7.3) 
 
 
三品 正隆 
(H7.4~H9.3) 
 
高橋 宏 
(H9.4~H12.3) 
 
 
 
三浦 邦弘 
(H12.4~14.3) 
織田 茂敏 
(H14.4~17.3) 
 
 
 
 
 

学区決定 
校名決定（七ヶ浜町立汐見小学校）

校地在所地番決定（七ケ浜町菖

蒲田浜字野山８の 1） 
七ヶ浜町立汐見小学校開校 
（学級数 12、児童数 455 名） 
プール完成、プール開き 
体育館竣工 
地番整備により本校在所地番変更

（七ヶ浜町汐見台三丁目 1 番地） 
校舎・体育館・プール落成 
記念式典、校歌制定披露 
児童学習用畑地造成 
遊具（攀登棒１基）設置 
 
校舎裏土留工事着工 
14 学級、児童数 513 名 
低鉄棒（デジタルジム設置） 
プレハブ校舎竣工 
16 学級、児童数 563 名 
18 学級、児童数 592 名 
開校記念 5 周年植樹桜 20 本 
19 学級、児童数 630 名 
21 学級、児童数 667 名 
増築校舎竣工 
22 学級、児童数 706 名 
23 学級、児童数 747 名 
24 学級、児童数 825 名 
開校 10 周年記念式典、 
児童会の歌・旗制定披露 
25 学級、児童数 868 名 
25 学級、児童数 877 名 
平成 4 年度学校保健統計調査実施校指定 
開校記念日（7 月 6 日）設定 
25 学級、児童数 885 名 
ボランティア活動普及事業協力校指定 
24 学級、児童数 857 名 
増築校舎竣工 
24 学級、児童数 894 名 
 
26 学級、児童数 873 名 
27 学級、児童数 847 名 
25 学級、児童数 784 名 
25 学級、児童数 753 名 
24 学級、児童数 742 名 
開校 20 周年記念式典、記念

蔵書、タイムカプセル埋設 
22 学級、児童数 670 名 
22 学級、児童数 652 名 
福祉教育・ボランティア学習

推進協力事業指定 
心をはぐくむ教育活動推進校指定 
21 学級、児童数 650 名 
体育館屋根の改修工事 
21 学級、児童数 624 名 
20 学級、児童数 591 名 

平成 17.4.1 
平成 17.5.1 
平成 17.9.1 
平成 18.5.1 
平成 19.4.1 
平成 19.5.1 
平成 20.5.1 
平成 21.4.1 
 
平成 21.5.1 
平成 21.7.4 
平成 22.3.31 
平成 22.4.1 
 
平成 22.5.1 
平成 23.3.11 
平成 23.5.1 
平成 24.3.2 
平成 24.4.1 
平成 24.5.1 
平成 24.5.11 
平成 24.12.20 
平成 25.5.1 
平成 26.4.1 
平成 26.5.1 
平成 27.3 
平成 27.5.1 
平成 28.4.1 
 
平成 28.5.1 
平成 28.12.21 
平成 29.3.27 
平成 29.4.1 
平成 29.5.1 
平成 29.5.28 
平成 29.9.27 
平成 30.2.16 
平成 30.4.1 
平成 30.5.1 
令和元.5.1 
令和元.5.16 
令和 2.4.1 
令和 2.5.1 
令和 3.5.1 
 
令和 4.4.1 
 
令和 4.5.1 
令和 5.5.1 
令和 5.5.27 
令和 6.2.15 
令和 6.5.1 
令和 7.5.1 

八重樫良信 
(Ｈ17.4~19.3) 
 
 
山中 晴夫 
(H19.4~21.3) 
 
鈴木 隆正 
(H21.4~24.3) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
内海 俊行 
(H24.4~26.3） 
 
 
 
佐々木裕美 
(H26.4~28.3) 
 
 
佐藤 光江 
(H28.4~30.3） 
 
 
 
 
 
 
 
 
渡邊 誠 
(H30.4~R2.3) 
 
 
加藤久美子 
(R2.4~ R4.3） 
 
 
丹野 哲也 
(R4.4~R6.3） 
 
 
 
 
 
澤田 茂実 
(R7.4~ ） 
 

 
22 学級、児童数 584 名   
体育館アスベスト除去工事 
22 学級、児童数 568 名 
 
23 学級、児童数 579 名 
21 学級、児童数 557 名 
英語教育改善のための調査

研究指定（文科省） 
22 学級、児童数 531 名 
開校３０周年記念式典 
プール改修工事 
教育研究開発学校（外国語）

指定（文科省） 
22 学級、児童数 519 名 
東日本大震災発生・対応 
18 学級、児童数 491 名 
3.11 桜学校プロジェクト江戸彼岸桜植樹 
 
18 学級、児童数 478 名 
体操日本来校（ロンドン五輪） 
体操日本金メダル報告会再来校 
17 学級、児童数 435 名 
 
16 学級、児童数 434 名 
太陽光発電開始 
17 学級、児童数 428 名 
七ヶ浜・グローカル PROJECT 
～世界を見据えて地域に根ざす～ 試行 
16 学級、児童数 405 名 
教育課程特例校に指定 
南校舎トイレ改修工事開始 
七ヶ浜・グローカル P 全面実施 
16 学級、児童数 406 名 
第 1 回地区民合同大運動会 
南校舎トイレ改修工事終了 
南、北校舎高架水槽工事終了 
 
17 学級、児童数 375 名 
17 学級、児童数 383 名 
エアコン工事開始 
 
18 学級、児童数 361 名 
17 学級、児童数 349 名 
タブレット導入 
優良少年消防クラブ表彰 
（総務大臣賞） 
17 学級、児童数 337 名 
17 学級、児童数 335 名 
地区民合同大運動会（４年振り） 
職員用 PC 入れ替え 
17 学級、児童数 332 名 
17 学級、児童数 322 名 
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（R4.4〜R7.3）



 

 

  
○○学学校校教教育育目目標標     
  
○○学学校校経経営営方方針針  

 
（１）組織力の向上  職員の「強み」を生かすとともに、組織力で教育活動を展開する。チーム学校 
（２）地域学校協働活動の継続 家庭・地域、関係機関との連携を図り、信頼される学校をつくる。 

人的教育環境、物的教育環境の両面を充実させる。  開かれた学校 
 

  
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

○○  年年間間行行事事予予定定  
月  主な学校行事予定等 月 主な学校行事予定等 

４  
入学式、学習参観、居所確認訪問、 
１年生を迎える会、避難訓練（地震）  

10 
第１学期終業式、第２学期始業式 
中学校オープンスクール  

５  
引き渡し訓練、運動会拡大推進委員会 
地区民合同大運動会  

11 
アウトリーチ、学習発表会  
避難訓練（火災） 

６  スポーツテスト、プール清掃、  12 はだしっ子祭り（フリー参観）  

７  学習参観、学校と地域の懇談会  １  感謝の会、学校評価会議  

８  ﾌﾟﾘﾏｽ姉妹都市交流事業 学校施設見学 ２  学習参観、一日入学・教育相談  

９  松島自然教室（５年）、修学旅行（６年）  ３  ６年生を送る会、卒業式、修了式  
  

 
１ 生きる力を育む「志教育」の推進 
２ 健康な体づくりと体力・運動能力の向上 
３ 学習指導要領を踏まえた確かな学力の育成 
４ 一人一人の教育的ニーズに応じた特別支援教育の推進 
５ 防災教育の推進 
６ 社会全体で子供を支援する体制の充実 
７ 学校・家庭・地域が連携・協働した教育活動の推進 

 

（２）「いじめ問題」・「不登校」

への対応 

①自己理解・他者理解を重視した

「道徳」指導 

②個別最適化を目指した特別支

援教育の推進 

③的確な情報把握と組織対応を

重視した生徒指導 

④多様な学びの場の設定 

⑤家庭の教育力の向上させる手

立ての設定 

 
命を大切にする子供 

 
心を大切にする子供 

 

（１）「生きる力」の育成 

 

①自己有用感を高める学級経営 

②コミュニケーション能力を高

める教育活動の展開 

③運動する意欲を高める手立て

の設定 

④志教育を重視した活動の設定 

⑤家庭・地域の協働 

 

（３）「主体的・対話的で 

深い学び」の実現 

①「学びの午前・活動の午後」の

実践 

②授業改善を目指した現職教育

の実践 

③志教育を意識した小・中連携の

強化 

④読書習慣の定着 

⑤家庭学習の充実 

「「心心身身ととももにに健健康康でで、、自自らら気気づづきき・・考考ええ・・行行動動すするる児児童童のの育育成成」」  

 
学びを大切にする子供 

目目  指指  すす  児児  童童  像像  

重重  点点  施施  策策  

努努  力力  事事  項項  

○年間行事予定
月 主　な　学　校　行　事　予　定　等 月 主　な　学　校　行　事　予　定　等
４ 入学式、学習参観、居所確認訪問

１年生を迎える会、避難訓練（地震）
１０ 第１学期終業式、第２学期始業式

中学校オープンスクール
５ 引き渡し訓練、運動会拡大推進委員会

地区民合同大運動会
１１ アウトリーチ、学習発表会

避難訓練（火災）
６ スポーツテスト、プール清掃 １２ はだしっ子祭り（フリー参観）
７ 学習参観、学校と地域の懇談会 １ 感謝の会、学校評価会議
８ プリマス姉妹都市交流事業　学校施設見学 ２ 学習参観、一日入学・教育相談
９ 松島自然教室（５年）、修学旅行（６年） ３ ６年生を送る会、卒業式、修了式
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家庭・地域との協働



 

 

 
  
七七ヶヶ浜浜・・ググロローーカカルルPPRROOJJEECCTT  ～世界を見据えて、地域に根ざす～  
 

１１  学び方の習得 

（１）小学校低学年期に「学習不安感」を持たせないよう、基礎的・基本的な事項の習熟に努める。 

（２）学び方を習得させる。個に応じて学習達成感を育む自学力を身に付けさせる。 

（３）アクティブラーニングを９年間を通して身に付けさせる。 

（４）小学校は午前５時間。カリキュラム･マネジメントによる弾力的な時間運用を行い、学習効果を高める。 

 

２２  不登校・いじめ問題等へのチーム対応 

（１）幅広い児童生徒の問題行動に対して、未然防止の段階からの「チーム対応」で取り組む。  

（２）学校教育支援センターと緊密に連携し、学習活動・進路指導を充実させる。 

（３）不登校の様態に応じた「チーム対応」に努め、「進路指導の視点」をもった長期的支援を行う。 

（４）不登校傾向の児童生徒の心理的安全性について、学校環境についてもアセスメントする。 

 

３３  英語を通したコミュニケーション力の育成 

(１）自分で考え意見や思いを伝え合う力を、英語をツールとしたコミュニケーション力の育成によって培う。 

（２）教育課程の特例のもと町独自に構想した「英語コミュニケーション科」(全学年)のさらなる充実を図る。 

（３）小学校の授業は ALT が T１、担任が T２とするティームティーチングで行う。 

（４）中学校では、七ヶ浜独自のラウンド学習法を工夫し、４技能の向上を図る。 

 
４４  地域連携  地地域域 

（１）地域学校協働本部をベースに、地域の方や職業人等の多様な人材を招き学習活動を展開する。 

（２）地域と学校の連携のもと地域の特色や伝統を調べ、防災教育の観点で課題解決的な防災学習に取り組む。 

（３）「互いの顔が見える」地域ｺﾐｭﾆﾃｨを「地区民合同大運動会」で確認し、学校と地域の関係維持に努める。 

（４）読み聞かせ、田植え体験等、各学校の取組に地域の資源を活かした体験活動を展開する。 

（５）国際村国際交流員を講師に、他国で働くことについて、小中でのキャリア教育を展開する。また、国際村関連行事 

への参加を促し、他国文化等に親しむ機会とする。 

（６）震災伝承の取組。国内自然災害復興プロセス学習。 

 
七七ヶヶ浜浜・・ググロローーカカルル PPRROOJJEECCTT  ～笑顔！元気！チーム汐見小学校としての取り組み～ 
 
１１  学び方の習得 

   「明るく、楽しく、面白い」授業づくりを行う。令和７年度は校内研究（算数・２年次）の 

主題を「よく考え、学びを深める児童の育成～対話場面と振り返りの工夫を通して～」として 

取り組む。また、積極的、効果的にＩＣＴ を取り入れて授業を展開する。 

 
２２ 不登校・いじめ対応 

   担任及び全教職員が一体となり、早期発見・早期対応に力を入れる。また、未然の段階から学校 

教育支援センター及び関係機関とチーム対応を行い、ＳＳＷ、ＳＣなどと効果的に連携する。 

 

３３  英語コミュニケーション 

   英語をツールとしたコミュニケーション能力を培い、次世代を担う児童を育成する。全学年においてＡＬＴおよび 
担任で明るく、楽しく、面白い授業、豊富な発話量のある授業を展開する。 

 
４４  地域連携 

   七ヶ浜の特色や伝統について理解を深める。総合的な学習の時間を活用し、地域や関係機関等の人材と交流しなが 
ら、防災教育の観点も含め学びを深める。七ヶ浜最良の特色である「お互いの顔が見える」地域コミュニティを維持 
し、同時に国際交流員を講師に、他国で働くことについてキャリア教育を展開する。 
 

◆ 校内研究 算数 「よく考え、学びを深める児童の育成」（２年次／３年） 
 ① 研究の視点を、（視点１）協働で学びを深める対話場面の工夫、（視点２）理解の定着につながる振り返りの工夫 

と定め、低・中・高学年部および特別支援部の４部で研究授業を行う。 
 ② 実践授業を行い、学年部を主体とした全校授業検討会を実施する。 
 ③ 意識調査や年２回のＣＲＴ、全国学力・学習状況調査等の結果分析を踏まえ、児童の実態に即した指導法の工夫・ 

改善を図り、その有効性を検証する。 

 

 

  
  
七七ヶヶ浜浜・・ググロローーカカルルPPRROOJJEECCTT  ～世界を見据えて、地域に根ざす～ 
 

１１  学び方の習得 

（１）小学校低学年期に「学習不安感」を持たせないよう、基礎的・基本的な事項の習熟に努める。 

（２）学び方を習得させる。個に応じて学習達成感を育む自学力を身に付けさせる。 

（３）アクティブラーニングを９年間を通して身に付けさせる。 

（４）小学校は午前５時間。カリキュラム･マネジメントによる弾力的な時間運用を行い、学習効果を高める。 

（５）ICT 教育は、発達段階に応じた適切な使い方を検討しながら、慎重な活用に努める。 

 

２２  不登校・いじめ問題等へのチーム対応 

（１）幅広い児童生徒の問題行動に対して、未然防止の段階からの「チーム対応」で取り組む。  

（２）学校教育支援センターと緊密に連携し、学習活動・進路指導を充実させる。 

（３）不登校の様態に応じた「チーム対応」に努め、「進路指導の視点」をもった長期的支援を行う。 

（４）不登校傾向の児童生徒の心理的安全性について、学校環境についてもアセスメントする。 

 

３３  英語を通したコミュニケーション力の育成 

(１）自分で考え意見や思いを伝え合う力を、英語をツールとしたコミュニケーション力の育成によって培う。 

（２）教育課程の特例のもと町独自に構想した「英語コミュニケーション科」(全学年)のさらなる充実を図る。 

（３）中学校では、七ヶ浜独自のラウンド学習法を工夫し、４技能の向上を図る。 

 
４４  地域連携  地地域域 

（１）地域学校協働本部をベースに、地域の方や職業人等の多様な人材を招き学習活動を展開する。 

（２）地域と学校の連携のもと地域の特色や伝統を調べ、防災教育の観点で課題解決的な防災学習に取り組む。 

（３）「互いの顔が見える」地域ｺﾐｭﾆﾃｨを「地区民合同大運動会」で確認し、学校と地域の関係維持に努める。 

（４）読み聞かせ、田植え体験等、各学校の取組に地域の資源を活かした体験活動を展開する。 

（５）国際村国際交流員を講師に、他国で働くことについて、小中でのキャリア教育を展開する。また、国際村関連行事 

への参加を促し、他国文化等に親しむ機会とする。 

（６）震災伝承の取組。国内自然災害復興プロセス学習。 

 
七七ヶヶ浜浜・・ググロローーカカルル PPRROOJJEECCTT  ～笑顔！元気！チーム汐見小学校としての取り組み～ 
 
１１  学び方の習得 

   「明るく、楽しく、面白い」授業づくりを行う。令和７年度は校内研究（算数・２年次）の 

主題を「よく考え、学びを深める児童の育成～対話場面と振り返りの工夫を通して～」として 

取り組む。また、積極的、効果的にＩＣＴ を取り入れて授業を展開する。 

 
２２ 不登校・いじめ対応 

   担任及び全教職員が一体となり、早期発見・早期対応に力を入れる。また、未然の段階から学校 

教育支援センター及び関係機関とチーム対応を行い、ＳＳＷ、ＳＣなどと効果的に連携する。 

 

３３  英語コミュニケーション 

   英語をツールとしたコミュニケーション能力を培い、次世代を担う児童を育成する。全学年においてＡＬＴおよび 
担任で明るく、楽しく、面白い授業、豊富な発話量のある授業を展開する。 

 
４４  地域連携 

   七ヶ浜の特色や伝統について理解を深める。総合的な学習の時間を活用し、地域や関係機関等の人材と交流しなが 
ら、防災教育の観点も含め学びを深める。七ヶ浜最良の特色である「お互いの顔が見える」地域コミュニティを維持 
し、同時に国際交流員を講師に、他国で働くことについてキャリア教育を展開する。 
 

◆ 校内研究 算数 「よく考え、学びを深める児童の育成」（２年次／３年） 
 ① 研究の視点を、（視点１）協働で学びを深める対話場面の工夫、（視点２）理解の定着につながる振り返りの工夫 

と定め、低・中・高学年部および特別支援部の４部で研究授業を行う。 
 ② 実践授業を行い、学年部を主体とした全校授業検討会を実施する。 
 ③ 意識調査や年２回のＣＲＴ、全国学力・学習状況調査等の結果分析を踏まえ、児童の実態に即した指導法の工夫・ 

改善を図り、その有効性を検証する。 
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○在籍生徒数及び学級編成（令和７年５月１日現在）

七ヶ浜町立七ヶ浜中学校
～自ら進んで行動し、豊かに交流し合う、たくましい生徒の育成～
〒985－0802　宮城県宮城郡七ヶ浜町吉田浜字小浜7番地の1
ＴＥＬ　022-357-2843　ＦＡＸ　022-357-5045
生徒数192名　　ＰＴＡ会員数196名

学年 １年 ２年 ３年
しお
かぜ

はま
かぜ  

うみ
かぜ

まつ
かぜ 合計組 １組 ２組 １組 ２組 １組 ２組

生
徒
数

男 15 15 14 15 16 17 4 1 1 0 98

女 16 16 14 13 17 16 1 0 0 1 94

計 31 31 28 28 33 33 5 1 1 1 190

合計 62 56 66 8 192
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体育祭での応援合戦 生徒会役員による国旗等掲揚 ３分前着席・２分前勉強



○沿　革
年 月 日 概　　　　　　要 年 月 日 概　　　　　　要

昭和22.  4.  1 	 七ヶ浜村立七ヶ浜中学校設置認可
	 初代校長　高橋褜治就任
　　　　 4.  8	 開校式
　　　　 4.16	 父母教師会結成
　　　　 9.20	 校歌制定
昭和24.  9.20	 第２代校長　佐川清人就任
昭和25.10.  3	 旧校舎移転、新校舎落成
昭和30.  1.  6	 ３号校舎４教室新築
　　　　 4.  1	 第３代校長　石野寿治就任
　　　　 9.27	 文部省指定産業教育公開　　　
昭和31.  4.  1	 漁村地域教育計画研究協力校指定 
　　　 11.  6	 ８教室火災消失
昭和33.  4.  1	 第４代校長　山家正就任
昭和34.  1.  1	 町制施行七ヶ浜町立七ヶ浜中学校と改称
昭和35.  1.10	 屋内体育館落成
　　    10.27	 学校放送教育公開
　　　　 7.19 	 特別教室（調1・理1・音1）新設
昭和36. 8. 7	 水道設備完備
　　　10.18	 放送教育全国大会公開
昭和39.10.30	 学力対策研究指定校公開 
昭和41. 1. 5	 第５代校長　伊賀広太就任
　　　　7.30	 鉄筋３階新校舎落成
昭和42. 1.20	 特別教室改造（金工・木工・電気）　
　　　10.25	 技術家庭科全国大会公開
昭和43.  4. 1	 視聴覚教育研究指定、NHK放送研究委嘱校
昭和44.10. 1	 視聴覚教育公開研究会
昭和45.  4.  1	 第６代校長　芦沢純夫就任
昭和46.  4.30	 体育後援会設立
昭和47.  4.  1	 第７代校長　菅原誠喜就任
昭和49.  4.  1	 第８代校長　相馬勇就任
昭和51.  9.  1	 第９代校長　佐藤一郎就任
昭和52.10.28	 創立30周年記念式典、記念誌発行、記念植樹
　　　10.30	 校内放送設備設置
昭和53. 6.12	 宮城県沖地震発生、校舎に被害
昭和54.  4.  1	 第10代校長　古川和助就任
昭和55.  8.26	 野球東北大会準優勝全国大会出場
昭和57.  4.  1 	 第11代校長　大坂正寿就任　町営プール学校移管
　　　　 8.22	 全日本柔道大会出場
昭和58.  7.  1	 第12代校長　辺見真平就任
昭和59.  3.30	 玄関・屋体通路等改築工事竣工
　　　12. 1	 武道館新築落成・校門及び通用門樹立
昭和60.  4.  1	 県福祉教育普及指定校
　　　　 7.24	 宮城県中学校総合体育大会陸上競技男子総合優勝
　　　11.24 	 宮城県中学校新人柔道大会優勝
昭和61.  7.24	 宮城県中学校総合体育大会柔道男子総合優勝
昭和62.  4.  1	 第13代校長　末永剛就任
昭和63. 7.24	 宮城県中学校総合体育大会男子卓球シングルス優勝
平成元  8.  9	 陸上東北大会出場、水泳東北大会出場
	 バドミントン東北大会出場　
　　　10.13	 文部省指定格技指導推進公開
平成  2.  3.31	 向洋中学校と分離
平成  2.  4.  1	 第14代校長　渡邉敏雄就任
　　　　 8.  7	 陸上東北大会出場、水泳東北大会出場
平成  3.  3.15	 屋内体育館新築落成
　　　　 8.17	 陸上全国大会出場

平成  3.10.  2 	 前町長赤間今雄氏より生徒用図書寄贈
平成  4.  4.  1	 第15代校長　榊井庸彦就任
　　　　 7.31	 パソコン教室完成（22台設置）
　　　　 8.19	 陸上全国大会１名出場
　　　　 8.26	 新校旗披露
　　　10. 8	 宮城県駅伝大会男子準優勝・東北大会出場
平成  5.  8.  8	 陸上東北大会２名出場
平成  6.  4.  1	 第16代校長　及川邦男就任
平成  7.  7.22	 県中総体ソフトテニス優勝・東北大会出場
　　　　 8.  8	 陸上東北大会男女各１名出場
平成  9.  4.  1	 第17代校長　八巻隆俊就任
　　　　 4.18	 創立50周年記念式典、玄関前記念前庭作庭
　　　　 7.20	 海岸清掃奉仕活動表彰（運輸省第二港湾建設局長賞）
　　　　 8. 9	 陸上東北大会男子棒高跳び第４位
　　　12.15	 創立50周年記念玄関前庭園完成
平成10.  7.20	 海岸清掃奉仕活動表彰（運輸大臣賞）
平成11.  4.  1	 第18代校長　武田光彦就任
平成12.  3.20	 テニスコート新設
　　　　 5.20	 第１回七向定期戦総合優勝
平成13.  4.  1	 七ヶ浜ジョイント５として活動開始
平成14.  4.  1	 第19代校長　三浦邦弘就任
　　　　 8.  6	 水泳東北大会（女子400m個人メドレー７位）
平成15.  1.18	 宮城県アンサンブルコンテスト銀賞
　　　　 4.  1	 文部科学省指定学力向上フロンティアスクール
　　　　 8.  9	 水泳東北大会女子２名出場（400m個人メドレー５位）
　　　11.16	 宮城県バドミントン選手権大会男子団体優勝
平成16.  4.  1	 第20代校長　高橋勉就任
　　　　 8.  8	 水泳東北大会女子１名出場
　　　11.26	 学力向上フロンティア公開研究会（算数・数学）
	 七ヶ浜ジョイント５として町内５校一斉公開
平成17.  1.18	 宮城県アンサンブルコンテスト金賞
　　　　 2.21	 宮城IT推進事業e-黒板活用プロジェクト実践協力校　　　　　　　　　　
	 公開研究会（数学） 
　　　　 8.10	 バドミントンダブルス男子東北大会出場
平成18.  1.14	 宮城県アンサンブルコンテスト
	 金賞　サキソフォン四重奏、銀賞　フルート四重奏
　　　　 4.  1 	 第21代校長　齋藤亮一就任　 学校２学期制実施
　　　　 6.11	 宮城郡中総体男子バドミントン部三連覇達成
　　　　 8.  9	 東北柔道大会男子66kg級優勝、女子44kg級第３位
　　　　 8.21	 柔道全国大会女子個人出場
　　　11.  4	 宮城県新人大会　野球第３位 
　　　11.16	 みやぎIT教育推進事業e-黒板活用プロジェクト
	 研究授業公開
平成19.  8.  4	 宮城県吹奏楽コンクール金賞
　　　10.  3	 宮城県駅伝競走大会第３位、東北大会出場
平成20.  1.13	 宮城県アンサンブルコンテスト
	 金賞 フルート三重奏、木管八重奏
	 銅賞 金管八重奏
平成20.  4.  1	 第22代校長　渡邊麗子就任
　　　　 6.14	 宮城郡中総体男子バレー部三連覇達成　
　　　11.  9	 少年の主張全国大会　国民奨励賞受賞
平成22.  1.16	 宮城県アンサンブルコンテスト
	 金賞　木管八重奏
　　　　 4.  1	 第23代校長　鈴木朝二就任
　　　　 4.  1	 文部科学省教育研究開発（外国語）指定校
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年 月 日 概　　　　　　要 年 月 日 概　　　　　　要
平成22.  6.  6	 宮城県管打楽器ソロコンテスト
	 宮城県吹奏楽連盟会長賞 ３年男子　金賞３年男子
　　22.  8.  7	 東北中学校柔道大会　２年男子出場
平成22.  8.27	 宮城郡中学校駅伝競走大会男子優勝  県大会５位
　　　 12.24	 全日本中学生管打楽器ソロコンテスト南東北大会
	 金賞３年男子（東北大会出場）
平成23.  3.11	 東日本大震災発生　校舎全壊
平成23.  4.  7	 校舎被災のため向洋中学校へ移転
　　　　 8.  6	 東北中学校柔道大会　３年男子・２年女子出場
　　　　 9.16	 文部科学省教育研究開発（外国語）公開研究会
　　　　 9.21	 向洋中学校から本校敷地内仮設校舎へ移転　
平成24.  4.  1	 第２仮設校舎（特別教室棟）供用開始
　　　　 8.10~23　モンテネグロ訪問（生徒10名参加）
　　　　 8.  6	 東北中学校柔道大会　男子３名出場
　　　　 8.24	 全国中学校柔道大会　男子１名出場
平成25.  3.  8	 鉄筋校舎・木造校舎お別れ式
　　　　 3.11	 鉄筋校舎・木造校舎解体工事開始
　　　　 4.  1	 第24代校長　遠藤勝則就任
　　　　 8.  9	 東北中学校柔道大会　男子２名出場
　　　　 8.10	 東北中学校水泳大会　男子リレー、個人３名出場
　　　　 8.21	 全国中学校柔道大会　男子１名出場
　　　　 9.10	 新校舎建設工事安全祈願祭・起工式
平成26.  1.25	 第47回宮城県アンサンブルコンテスト　
	 金賞　木管三重奏　　　 
　　　　 2.  9	 全日本アンサンブルコンテスト第41回東北大会
	 銀賞　木管三重奏　
　　　　 8.  9～	東北中学校水泳大会（男子１名、女子１名　青森市）
	 男100m背泳ぎ、女100m平泳ぎ・女200m平泳ぎ　 
　　　11.25	 新校舎使用開始
　　　12.18	 新校舎落成記念式典
平成27.  4.  1	 制服変更（Ｈ27年度入学生より）　 　　 
　　　　 8.  1～	東北中学校水泳大会（男子２名、女子４名 盛岡）
　　　10.31	 東北中学校駅伝大会（宮城県総合運動公園）
	 男子18位
　　　12.25	 全日本中学生高校生管打楽器ソロコンテスト
	 東北大会 銀賞
平成28.  4.  1	 第25代校長　佐藤　剛就任
	 運動着変更（Ｈ28年度入学生より）
平成28.   8.  4 	 東北中学校水泳大会（グランディ21）男子２名、		
	 女子２名出場
	 男子200m平泳ぎ５位、
	 男子200m個人メドレー６位

平成28.   8.  8	 東北中学校柔道大会（郡山市）女子個人５位
　　　　 8.19	 全国中学校柔道大会（上越市）女子個人１名出場
平成29.  7.14	 ライジング・サン・プロジェクト2017開校式
　　　　 8.  3	 東北中学校柔道大会（山形市）女子個人５位
　　　　 8.  7	 東北中学校水泳大会（いわき市）
	 男子個人２位・６位、女子個人７位
　　　　 8.22	 全国中学校柔道大会（福岡市）女子１名出場
　　　　 9.10	 吹奏楽コンクール東北大会（イズミティ21）金賞
　　　　 9.28	 ライジング・サン・プロジェクト2017合同発表会	
	 （アクアリーナ）
　　　10.  7	 ライジング・サン・プロジェクト2017東京発表会
　　　10.14	 吹奏楽コンクール東日本大会（宇都宮）銅賞
平成30.  8.  3	 東北中学校水泳大会出場（米沢市）
　　　　 8.  8	 東北中学校剣道大会出場（弘前市）
　　　　 8.10	 鎌倉市中学生防災サミット参加
　　　　 9.  1	 宮城県総合防災訓練
　　　12.12	 七ヶ浜町公立中学校英語科教員熊谷東中学校視察
　　31.  2～3	 武道館屋根改修工事
令和元.  8.  6	 東北中学校剣道大会（北上市）女子個人出場
　　　　 8.11	 東北中学校水泳大会（秋田市）
	 男子100ｍ自由形５位
　　　　 8.22	 全国中学校剣道大会（大阪市）女子個人出場
　　　　 9.15	 吹奏楽コンクール東北大会（青森市）
	 小編成の部　銅賞
令和　2.  2~3	 野球バックネット改修工事
　　　　 4.  1	 第26代校長　髙橋　禎毅就任　
　　　2.  4~5	 新型コロナウイルス感染症に伴う臨時休業
令和　3.  3.  5	 生徒用iPad配置（197台）
　　　　 5.22	 河北杯野球大会　優勝　　
　　　 11.  8	 英語コミュニケーション公開授業
令和　4.  3.16	 地震により体育館一部破損
　　　　 3.30	 新防災倉庫設置
令和　5.  4.  1	 第27代校長　三浦　敏就任
　　　　 8.  4	 宮城県吹奏楽コンクール　中学生小編成の部　金賞
　　　　 9.  3	 東北吹奏楽コンクール　中学生小編成の部　銅賞
令和　6.  5.24	 グラウンド北側拡張工事完了
	 （グラウンド・駐車場整備工事）
　　　　 8.  9   東北中学校水泳競技大会（山形市）男子400ｍ自由形８位
　　　 11.  1  	 全国中学生人権作文コンテスト宮城県大会
	 審査員長賞
　　　 12.  1　edumap学校ホームページ大賞　最優秀賞
令和　7.  4.  1	 第28代校長　奥山　香就任
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○学校教育目標　　　　自ら進んで行動し、豊かに交流し合う、たくましい生徒の育成

○目指す生徒像
　　　　⑴　未来に向け、自ら考え、進んで行動する生徒
　　　　⑵　豊かな人間関係を築き、柔軟な姿勢で共に成長する生徒
　　　　⑶　自信をもって粘り強く取り組み、たくましさを身に付けた生徒

○学校経営基本方針
　教育課程に関する法令を踏まえるとともに、宮城県教育委員会、七ヶ浜町教育委員会の基本方針（七
ヶ浜・グローカルＰＲＯＪＥＣＴ）等に基づき、未来を生きる生徒一人一人の成長と「生きる力」の育
成に向けて、次の３点を柱とした全職員が一丸となった教育活動が展開されるように学校経営を行
う。
　　　①生き生きとした雰囲気と活力にあふれる校風を創造し、誇らしい学校づくりを推進する。
　　　②個性が尊重され、互いに認め合い、高め合う学校づくりを推進する。
　　　③夢と希望の実現に向けた、たくましい歩みを支援する未来志向の学校づくりを推進する。

○学校教育目標を達成するための重点施策
（１）知・徳・体の向上を図る教育活動の視点
　①知«「確かな学力」を育む»の向上のために
　　ア　たゆまぬ授業改善　イ　家庭学習の習慣　ウ　ＩＣＴ機器活用　　エ　共に学ぶ力の育成
　　オ　自ら進んで学習に取り組む姿勢
　②徳«「豊かな心」を育む»の向上のために
　　ア　挨拶や礼儀作法　　　イ　互いに認め合う姿勢や思いやりの心　　ウ　道徳教育の推進
　　エ　自主的、自律的、自立的な姿勢の育成　　オ　努力する心の育成　　カ　たくましさの育成
　③体«「健やかな体」を育む»の向上のために
　　ア　基本的な生活習慣　　イ　感染症予防に関する指導の充実　　ウ　防災安全教育の充実
　　エ　体力向上の実践の充実　　オ　メディアコントロール指導の充実

（２）「みやぎの志教育」で育みたい姿を踏まえた教育活動の視点
　①人と『かかわる』活動の充実のために
　　ア　集団づくりの推進　　イ　コミュニケーション能力を高める　　ウ　異年齢集団での活動
　②よりよい生き方を『もとめる』活動の充実のために
　　ア　主体的な学び方の習得　　イ　体験活動の充実　　ウ　探求活動の設定
　③社会での役割を『はたす』活動の充実のために
　　ア　役割と責任を自覚させる活動の推進
　　イ　自己有用感を高める支援　
　　ウ　地域社会で役割を果たす活動の設定

月 主　　な　　学　　校　　行　　事　　等
  ４ 学年始休業、第１学期始業式、入学式、避難訓練、対面式、NRT 検査、学習参観、父母教師会総会、開校記

念日、全国学力・学習状況調査、各種検診
  ５ 町内一斉引渡し訓練、３年生修学旅行、１・２年生校外学習、生徒総会
  ６ 中総体、防災学習・避難所設置訓練、Ⅰ期考査
  ７ 校内合唱コンクール、学習参観、夏季休業、県中総体、吹奏楽コンクール、教育相談
  ８ 夏季休業、実力考査
  ９ Ⅱ期考査、生徒会役員選挙、地区新人大会
１０ 第１学期終業式、第２学期始業式、体育祭
１１ 避難訓練、教育相談、自由参観、職場体験
１２ Ⅲ期考査、学習参観、冬季休業
　１ 冬季休業、実力考査、新入生保護者説明会、私立高校入試
　２ 私立高校入試、Ⅳ期考査、３年生を送る会、１・２年職業講話
　３ 公立高校入試、卒業式、１・２学年懇談会、修了式、新入生１日入学、学年末休業、離任式

○年間行事予定
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○在籍児童数及び学級編制（令和７年５月１日現在）
学年 １　年 ２　年 ３　年 特　支 合計

組 １ ２ ３ １ ２ １ ２ くろまつ えんじゅ

生
徒
数

男 １１ １０ １０ １０ １０ ２０ ２１ ２ ７ 101

女 １３ １３ １４ ２０ ２０ １８ １８ ０ １ 117

計 ２４ ２３ ２４ ３０ ３０ ３８ ３９ ２ ８ 218

学年合計 ７１ ６０ ７７ １０

33

【防災学習】 【校内合唱コンクール】 【国際交流事業】



学　校　の　沿　革

34

平成  2 .  4 .   1 宮城郡七ケ浜町立向洋中学校創立 8.   9 東北中学校卓球大会男子団体、柔道大会男子個人出場
4.   5 初代校長　中津川伸二就任 10 .25 宮城県小中学生書道・交通安全ポスターコンクール県知事賞
4.   7 開校記念式典 平成21 .  3 .   7 第19回卒業式
4.   9 第1学期始業式、第1回入学式 4.   9 第20回入学式
8.31 プール建設工事竣工（25m8コース） 11 .   7 宮城県下中学校柔道優秀選手受賞
9.23 第1回開校記念体育祭 平成22 .  3 .   6 第20回卒業式

11 .18 第1回開校記念向洋祭 4.   9 第21回入学式
12 .   7 校歌制定披露発表会 6.20 全日本少年軟式野球宮城県大会優勝

平成  3 .  3 . 13 第1回卒業式 7.19 海洋環境保全活動に対する国土交通大臣表彰
4.   8 第2回入学式（200名） 11 .14 宮城県下中学校柔道優秀選手受賞（2名）
6.26 柔剣道場建設着工 平成23 .  3 . 11 第21回卒業式　※東日本大震災一部校舎損壊
8.20～21 全日本中学校陸上選手権大会出場 4.22 第22回入学式（109名）
9.28 第2回向洋祭 8.23 全国中学校柔道大会　男子個人出場

平成  4 .  2 . 26 柔剣道場落成記念式典 11 .   1 宮城県造形教育作品展　特選
3.14 第2回卒業式 11 .12 宮城県柔道優秀選手受賞（２名）
4.   1 第2代校長　加藤宏就任 11 .26 全国公募小中高川開書道展　準大賞　特別団体賞
4.   8 第3回入学式（187名） 3.10 第22回卒業式（107名）

     10 .  3～4 第3回向洋祭 平成24 .  4 .   1 第10代校長　鈴木文也就任
平成  5 .  3 . 12 第3回卒業式 4.10 第23回入学式（100名）

4.   8 第4回入学式（200名） 8.23 全国中学校柔道大会出場
8.21 全国中学校卓球大会　女子個人出場 平成25 .  3 . 10 第23回卒業式（110名）

11 .  7 第4回向洋祭 4.   9 第24回入学式（121名）
平成  6 .  3 . 16 第4回卒業式 12 .14 第33回宮城県中学校新人卓球大会　男子団体優勝

4.   1 第3代校長　庄司嘉明就任 平成26 .  2 .   1 宮城県中学校バスケットボール大会　女子の部優勝
4.11 第5回入学式（182名） 3.   8 第24回卒業式（109名）
8.21 全国中学校卓球大会　女子個人出場 3.27 全国中学校選抜卓球大会　男子団体出場

10 .16 第5回向洋祭 4.   1 第11代校長　櫻井　覚就任
平成  7 .  3 . 15 第5回卒業式 4.   9 第25回入学式（100名）

4.10 第6回入学式（184名） 7.22 宮城県中総体卓球男子団体準優勝　卓球個人優勝
8.20 全国中学校卓球大会　女子団体出場 8.   8 吹奏楽コンクール宮城県大会小編成の部金賞

10 .18 東北音楽教育研究大会　授業提供・記念演奏参加 8.25 全国中学校卓球大会出場
10 .22 第6回向洋祭 平成27 .  3 .   8 第25回卒業式（104名）

平成  8 .  3 . 15 第6回卒業式 3.28 第16回全国中学選抜卓球大会　ベスト8
4 .   1 第4代校長　遊佐敞就任 4.10 第26回入学式（94名）
4.   9 第7回入学式（192名） 8.10 東北中学校卓球大会男子団体２位男子シングルス優勝
5.25 第7回体育祭 11 .   6 第63回東北六県中学校英語暗唱・高等学校
8.19 全国中学校卓球大会　女子個人出場　 　　　 英語弁論　　中学校の部第1位
～23 全国中学校柔道大会　男子個人出場 12 .24 第24回全日本中学生高校生打楽器ソロコンテスト
9.22 第7回向洋祭 南東北大会　金賞

平成  9 .  3 . 14 第7回卒業式 平成28 .  3 . 12 第26回卒業式（119名）
4.   9 第8回入学式（194名） 4.   9  第27回入学式（102名）
8.20　 全国中学校卓球大会女子団体優秀校、女子個人5位 平成29 .  3 . 10 第27回卒業式（98名）
～25 全国中学校柔道大会　男子個人出場 4.11 第28回入学式

平成10 .  3 . 11 第8回卒業式 7.22 宮城県中総体　卓球個人優勝
4.   9 第9回入学式（177名） 8.   2 東北中学校卓球大会個人優勝

平成11 .  3 . 10 第9回卒業式 平成30 .   3 .   9 第28回卒業式（94名）
4.   1 第5代校長　佐藤泰信就任 4.   2 第12代校長　大槻泰弘就任
4.   9 第10回入学式（150名） 4.10 第29回入学式

平成12 .  3 . 10 第10回卒業式 6.19 郡陸上大会男女総合優勝 男子総合優勝
4.11 第11回入学式（200名） 7.24 宮城県中総体　卓球男子団体優勝、男子個人第1位 
5 . 第１回七ヶ浜中学校・向洋中学校部活動定期戦 　　　　　　　柔道女子個人第3位

11 .18 10周年記念式典 8.   4 東北中学校卓球大会個人第1位
※平成12 . ジョイント５事業実施 8.22 全国中学校卓球大会個人出場
平成13 .  3 . 10 第11回卒業式 平成31 .  3 .   3 七ヶ浜町環境大賞　環境美化部門

4.   1 第6代校長　高橋　清就任 優秀賞（Ｆプロジェクト・環境委員会）
4.10 第12回入学式（150名） 3.   8 第29回卒業式（103名）
7.31 東北中学校卓球大会　男子団体、個人出場 4.   9 第30回入学式（70名）

10 .14～18 国民体育大会
平成14 .  3 .  9 第12回卒業式 令和元. 6 .18  郡陸上大会 男子総合優勝

4.   9 第13回入学式（149名） 7.14 県中学生卓球大会 男子シングルス第3位
平成15 .  3 .   8 第13回卒業式 7.22 宮城県中総体卓球大会　女子団体第3位

4.   1 第7代校長　堀米貞春就任 7.27  各教室にエアコン設置完了
4.   9 第14回入学式（142名） 12 .   1  第67回児童生徒川開書道展 大賞

平成16 .  3 .   9 第14回卒業式 12 .   6  創立30周年記念式典
4.   1 ２学期制試行 全国中学生人権作文ｺﾝﾃｽﾄ塩釜地区大会表彰式
4.   9 第15回入学式（138名） 12 .27  トイレ全面洋式化改修完了
8.   4～8 東北中学校卓球大会出場 令和 2 .  3 .   8 第30回卒業式（84名）

東北中学校バレーボール大会出場 6.   2 第31回入学式（95名）
11 .26 学力フロンティア事業公開研究会 11 .29 卓球県新人大会男子団体優勝

平成17 .  3 . 11 第15回卒業式 令和 3 .  2 . 12 校内高速ネットワーク回線工事・機器設置完了
4.   1 第8代校長　熊谷良市就任                           3 .   7　第31回卒業式（91名）
4.   9 第16回入学式（122名） 3.27 第22回全国中学校選抜卓球大会　男子団体出場
8. 東北中学校卓球大会　男子団体、個人出場 4.   1　第13代校長　曽根秀輝就任

平成18 .  3 . 10 第16回卒業式 4.   9　第32回入学式（91名）
4.   8 第17回入学式（127名） 8.10　 東北中学校水泳大会 女子400m個人メドレー第６位
8. 東北中学校水泳大会女子個人、東北中学校柔道大会男子個人男子出場 　 　　　　　　　　　 女子200m個人メドレー第８位　　　

平成20 .  3 .   8 第18回卒業式 8.23　 全国中学校卓球大会　卓球男子団体出場
4.   1 第9代校長　加納清厚就任    　　　　　　　　　　　 令和 4 .  3 .   9 第32回卒業式（69名）
4.   9 第19回入学式（124名） 3.26　 全国中学校卓球大会優秀校男子団体出場ベスト16

　



 

 

 
 
 
 
 
 
  
  
  

 

 

 

 

 

 

 

 

○○  重重点点目目標標  

（（１１））望望ままししいい学学習習習習慣慣【【学学】】【【楽楽】】  

・基礎基本の定着を図る授業の推進 

・安心して学び合い教え合いのできる学習集団の育成 

（（２２））望望ままししいい生生活活習習慣慣【【居居】】【【楽楽】】  

・自発的で主体的な活動を通した集団作りの推進 

・自他を思いやる道徳教育の推進 

（（３３））社社会会をを生生きき抜抜くくししななややかかささ【【仲仲】】【【楽楽】】  

・自己向上力、自己肯定感の育成 

・夢を描く創造力と表現力の育成 

・一人一人の居場所（安心できる環境）づくりとコミュニケーション能力の育成 

（（４４））可可能能性性をを広広げげるる働働きき方方【【楽楽】】  

・保護者、地域、学校協働の教育活動の推進  

  ・充実した教育活動を展開するカリキュラムマネジメント 

 

令和 4. 4.11 
     8.9 

第 34 回入学式（7９名） 
東北中学校水泳大会 女子200ｍ個人メドレー第４位 
          女子400ｍ個人メドレー第５位 

令和 6. 4．9 
        8.8 

8.8 

第 35 回入学式（65 名） 
東北中学校陸上大会 女子 2 年 100ｍ 出場 
東北中学校水泳大会 男子 200ｍ個人メドレー出場 

  
令和４.8.19 

東北中学校卓球大会 卓球男子団体準優勝          
全国中学校卓球大会 卓球男子団体出場    

 
令和 7. 3.8 

 男子 400ｍ個人メドレー出場 
第 35 回卒業式（79 名） 

 
9.2 

令和５.3.9 

全国中学校水泳大会 女子個人出場 
郡駅伝大会女子Ａチーム優勝（県大会出場） 
第 33 回卒業式（96 名） 

  

令和 5. 4.11 
    8.7 
 
令和 5. 8.19 
令和 6.  3. 9 

第 34 回入学式（77 名） 
東北中学校水泳大会 女子200ｍ個人メドレー第２位 
          女子400ｍ個人メドレー第３位 
全国中学校水泳大会 ４×100ｍメドレーリレー第８位 

第 34 回卒業式（92 名） 

  

輝輝くく瞳瞳ととほほほほええみみああふふれれるる生生徒徒のの育育成成 

（１）生徒の声を聞く （２）生徒が決める  （３）幸福と効率を求める                

（４）あきらめず、できる方策を組織で追い求める 

  

学学校校教教育育目目標標  

学学校校経経営営方方針針  

「AAA」安安心心・・安安全全・・愛愛情情のの学学校校 
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令和  4 .  4 . 11 第34回入学式（79名） 令和 6 .  4 .   9 第35回入学式（65名）
8.   9 東北中学校水泳大会　女子200ｍ個人メドレー第4位 8.   8 東北中学校陸上大会 女子2年100ｍ　出場

　　　　　　　　　　女子400ｍ個人メドレー第5位 8.   8 東北中学校水泳大会　男子200ｍ個人メドレー出場
　　　　　　　　　　東北中学校卓球大会　卓球男子団体準優勝 　　　　　　　　　　男子400ｍ個人メドレー出場

   8 . 19 全国中学校卓球大会　卓球男子団体出場 令和 7 .  3 .   8 第35回卒業式（79名）
全国中学校水泳大会　女子個人出場 4.   1 第15代校長　菅原正秋就任

9.   2 郡駅伝大会女子Ａチーム優勝（県大会出場）
令和  5 .  3 .  9 第33回卒業式（96名）

4.   1 第14代校長　髙橋松雄就任
 4 .11 第34回入学式（77名）
8.   7 東北中学校水泳大会　女子200ｍ個人メドレー第2位

　　　　　　　　　　女子400ｍ個人メドレー第3位
 8 .19 全国中学校水泳大会　４×100ｍメドレーリレー第8位

令和  6 .  3 .   9　　 第34回卒業式（92名）



○学校教育目標を達成するための重点施策
（1）学習指導	 　　・自主的な家庭学習を促すため、家庭学習ノートを配布する。
		  　　・ICT 機器の持ち帰りを前提に、家庭での繰り返し学習を課題として与える。

（2）生徒指導	 　　・月１回の思いやり調査を実施する。
		  　　・各月ごとの重点努力目標を各教室正面黒板右に掲示する。

（3）特別活動	 　　・学級単位に実態に即した組織を設け自主的な活動計画を立てる。
		  　　・生徒会執行部定例会において学校全体の様子の意見交換をし、改善点を提案する。

（4）道徳教育	 　　・道徳的実践意欲を高めるため、図書館の整備充実や校内緑化の推進を行う。
		  　　・道徳的実践力を高めるため、職場体験等豊かな体験活動を充実させる。

（5）特別支援教育 　・特別な教育支援が必要な生徒の実態把握と支援方法を検討し、担任へ具体的な支援方策を	
　　　　　　　　　　  提示し情報を共有する。

（6）健康安全教育 　・健康安全に対する態度と習慣を身に付けさせるため、授業で保健指導を行う。
（7）国際理解	  　　・七ヶ浜町の取組について理解し、積極的に国際交流をする生徒を育成するため、プリマス	
	 　　　　　　　町（アメリカ合衆国）について学ぶ機会を設定する。

○特色ある教育活動【七ヶ浜・グローカルPROJECTの推進】
（1）学び方の習得と基礎的・基本的な事項の習得
　・言語活動を取り入れた授業づくりのベースとして、日本語を読み書きする力を鍛える取組を工夫する。

（2）不登校・いじめ問題へのチーム対応
　・生徒指導部、学年部等の情報交換、連携を密にし、状況や見通しを共有して対応にあたる。

（3）英語を通したコミュニケーション力の育成
　・「七ヶ浜５ラウンドシステム」で培った学習方法を工夫し、主体的に学ぼうとする姿勢や４技能５領域をバラ　
　　ンスよく育成する。

（4）地域連携
　・町生涯学習課、地域コーディネーター、関係機関等との連携を図り、行事や総合的な学習の時間等の充実を　
　　図る。

学　　校　　行　　事
月 主　　な　　学　　校　　行　　事　　等
  ４ 第１学期始業式・第 36 回入学式・対面式・PTA 総会・学年学級懇談会

  ５ ３年修学旅行・身体測定・スポーツテスト・健康診断・生徒総会・引渡し訓練・避難訓練
仙台北地区中学校総合体育大会

  ６ 仙台北地区中学校総合体育大会・仙台北地区陸上競技大会・水泳大会・定期考査Ⅰ・内科検診

  ７ 校内合唱コンクール・学習参観・学年懇談会・民生児童委員との懇談会・夏季休業
宮城県中学校総合体育大会・吹奏楽コンクール地区大会・教育相談（全学年）　

  ８ 夏季休業・全校実力考査・多賀城地区英語暗唱弁論大会
  ９ 芸術鑑賞会（３年）・定期考査Ⅱ・仙台北地区中学校新人大会・弁論大会・宮城県中学校駅伝大会
１０ 第１学期終業式・秋季休業・第２学期始業式・生徒会役員改選・第 36 回体育祭
１１ 進路説明会・１年仙台自主研修・２年職場体験・避難訓練・教育相談（３年）・フリー学習参観
１２ 定期考査Ⅲ・開校記念日（７日）・冬季休業
  １ 冬季休業・全校実力考査・新入生保護者説明会・私立高校Ａ日程入試・教育相談（１･ ２年）
  ２ 教育相談（１･ ２年）・私立高校Ｂ日程入試・定期考査Ⅳ・３年生を送る会
  ３ 同窓会入会式・公立高校入試・第 36 回卒業式・修了式・新入生一日入学・離任式
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G.　学校給食センターの概要
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〈1〉栄養バランスのとれたおいしい給食の提供と食育の推進

3 重点目標

〈1〉特色ある学校給食の提供
〈2〉衛生管理の徹底
〈3〉確実なアレルギー除去食の提供
〈4〉教育の一環としての食に関する指導
〈5〉学校、家庭、地域および関係機関との連携
〈6〉調理委託業者と連携・協力した施設運営
〈7〉学校給食費管理システムを活用した徴収事務の効率化

4 重点施策

5 運営組織機構・職員構成
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Ｈ.　生涯学習（社会教育）関係団体名簿
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所 在 地	七ヶ浜町吉田浜字野山５－９
電　　話	022－357－3302
	 （FAX 022－357－2615）
開館時間	午前9時～午後9時30分
休 館 日	月曜日
	 （月曜日が祝日の場合は翌日）
	 年末年始
主な施設	会議室（大・中・小）、各種研修室、

講習室（A・B）、研修室（A・B）、
集会室（A・B）、調理室、和室、
町民交流室、陶芸館他

所 在 地	七ヶ浜町遠山一丁目１５－１
電　　話	022－357－3302
開館時間	午前9時～午後9時30分
休 館 日	月曜日
	 （月曜日が祝日の場合は翌日）
	 年末年始
主な施設	和室、軽運動場
利用手続	利用したい日の3ヶ月前から受

け付ける。
	 所定の申請書を中央公民館に提

出する。

所 在 地	七ヶ浜町境山二丁目１－１２
電　　話	022－365－5567
	 （FAX 022－355－5569）
開館時間 午前9時～午後4時
休 館 日 月曜日（月曜日が祝日の場合は

翌日）、年末年始
主な施設 考古展示コーナー（大木囲貝塚

を中心に、町内の主要な遺跡の
出土品が各時代ごとに展示され
ている。）

	 民俗展示コーナー（漁労具や農
耕用具など）

	 研修室他

〈１〉七ヶ浜町中央公民館（生涯学習センター）

〈２〉西部地区公民館（遠山境山地区コミュニティセンター）

〈３〉七ヶ浜町歴史資料館

Ｉ.　七ヶ浜町の生涯学習施設

1 社会教育施設等
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所 在 地	七ヶ浜町吉田浜字野山５－９
電　　話	022－357－4976
開館時間	午前9時～午後4時
休 館 日	月曜日（月曜日が祝日の場合は

翌日）、年末年始
主な施設	集会室（1～3）、浴場
利用案内	60歳以上の町民で、利用証の交

付を受ければ、だれでも利用で
きる。

	 施設等の使用料は無料。

所 在 地	七ヶ浜町吉田浜字野山５－９
	 （生涯学習センター 1階西側）
電　　話	022－357－3302（中央公民館）
開館時間	午前9時～午後5時
休 館 日	月曜日（月曜日が祝日の場合は

翌日）、整理日（毎月最終金曜日）
	 年末年始等
利用案内	七ヶ浜町に居住、または勤務し

ている方ならだれでも利用可
能。図書の貸し出しは、一人5
冊まで2週間借りることができ
る。貸し出しは無料。

開館時間	午前9時～午後9時30分
利用案内	七ヶ浜町に居住、または勤務し

ている方ならだれでも利用可
能。

　　　　 学習や読書の部屋として利用で
きる。

〈４〉七ヶ浜町老人福祉センター『浜風』

〈５〉七ヶ浜町図書センター

⃝学習室（図書センター併設）
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所 在 地　七ヶ浜町吉田浜字野山地内
スポーツ施設：電話　０２２－３５７－７９２０　 FAX　０２２－３５７－７９２１
アクアリーナ：電話　０２２－３５７－７８９０　 FAX　０２２－３５７－７２２２
野外活動センター：電話　０２２－３５７－３３０２　 FAX　０２２－３５７－２６１５
休 館 日　月曜日（月曜日が祝日の場合は翌日）、年末年始

七ヶ浜サッカースタジアム
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遠山こども園（幼保連携型認定子ども園）　　　　　　　　　　　

工夫する子ども



所在地　七ヶ浜町汐見台
　　　　　　　七丁目１-２
電　話　022 - 357 - 6711
定　員　60名
 【保育目標】
 ・心身ともに健康な子ども
 ・友達を大切にする思いやりのある
   子ども
 ・様々な事象に好奇心・探究心をもち、
   よく考える子ども
 ・素直に自分の気持ちを表現できる子ども

48

汐見台こども園（幼保連携型認定子ども園）　　　　　　　

⑥アイグラン保育園汐見台（私立）



Ｊ.　教育関係各種委員
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土生　直樹

鈴木　初雄

氏　名 地区名等 就任月日 備考

大槻　泰弘 利府町 令和７年５月16日 教育長

我妻　典夫 汐見台南 令和元年10月１日 教育長職務代理者

渡邉　裕子 菖蒲田浜 令和４年10月１日

齋藤絵梨香 遠山 令和４年４月１日

岩本寿美子 吉田浜 令和５年10月１日
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竹中るみ子　

森中  雅信　

内海  貴洋
阿部  辰徳　

一條  清彦　

バレーボールほか　

サ ッ カ ー　
サ ッ カ ー ほ か　

野 　　　 球 ほ か　

軟 式 テ ニ ス　

地 区 名 氏　名
湊 浜 小林　雅彦
松 ヶ 浜 紀野国芳信
菖 蒲 田 浜 齋藤　勝幸
花 渕 浜 澤田　浩二
吉 田 浜 稲妻　孝俊
代 ヶ 崎 浜 下山　英雄
東 宮 浜 我妻　義美
要 害・御 林 鈴木　　守
境 山 千葉　七代
遠 山 岸柳　勝也
亦 楽 齊藤　仁伸
汐 見 台 渡邉　哲也
汐 見 台 南 榊原　真也
笹 山 渡邊　　明

氏名 所属等 氏名 所属等

神宮司純子 亦楽小PTA会長 西村　大資 塩釜地区薬剤師会

鈴木　洋市 松ヶ浜小父母教師会長 松野　友香 塩釜保健所

庄子　嘉洋 汐見小PTA会長 伊藤ひろみ 亦楽小学校校長

佐藤　直美 七ヶ浜中父母教師会長 土生　直樹 松ヶ浜小学校校長

岸柳　勝也 向洋中PTA会長 澤田　茂実 汐見小学校校長

赤間　　淳 七ヶ浜町健康づくり推進員 奥山　　香 七ヶ浜中学校校長

鈴木　若子 七ヶ浜町観光協会理事 菅原　正秋 向洋中学校校長

鹿島　　哲 塩釜医師会
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